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１ 管 内 の 概 況 

 

 当部の管轄区域は、紀の川市と岩出市であり、面積は県面積 4,724.65 ㎢の約 5.6％に

当たる 266.72 ㎢で、人口は令和 8年 4月 1日現在で 109,240 人と県全体の 12.7％を占

めている。 

 那賀地方は、いにしえより大和街道や淡路街道等の交通の要所として発展した地域で、

紀の川流域に数多くの史跡・古刹等の文化遺産が残されている。さらには和泉かつらぎ山

脈の南麓地域に広がる、緑あふれる環境と温暖な気候に加え、紀の川や貴志川が育んだ肥

沃な平野が広がる豊かな地域である。 

 また、関西国際空港から約 20km の距離に位置し、和歌山県の表玄関として発展する大

きな可能性を秘めた地域でもある。 

 こうしたことから、府県間道路や京奈和自動車道などの道路交通網が整備されており、

また、農林業・商工業の振興や企業誘致の推進など、産業の振興が図られている。さらに、

住み良い環境づくりとして、公共下水道の整備や廃棄物不法投棄対策など生活環境に配慮

した施策の推進が行われている。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

紀の川市 

岩出市 
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（単位：人）

総数 男 女 総数 男 女 人口増減数 自然増減 社会増減

管内計 109,240 51,906 57,334 110,037 52,318 57,719 ▲ 797 ▲ 810 13

紀の川市 55,696 26,315 29,381 56,282 26,584 29,698 ▲ 586 ▲ 570 ▲ 16

岩出市 53,544 25,591 27,953 53,755 25,734 28,021 ▲ 211 ▲ 240 29

※「和歌山県人口調査(県調査統計課)」より

管内２市の世帯数、面積

（単位：世帯）

令和8年
4月

令和7年
4月

管内計 47,909 47,446

紀の川市 24,171 24,025

岩出市 23,738 23,421

※「令和8年全国都道府県市町村別面積調(国土地理院 令和8年1月1日）」「和歌山県人口調査(県調査統計課)」より

管内２市の推計人口

令和8年4月1日現在 令和7年4月1日現在 一年間の増減

228.21

38.51

世帯数 世帯数の増減
面積
(㎢)

令和8年1月1日
時点

266.72

増減数

463

146

317
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２ 健康福祉部（保健所）の沿革 

 

 

昭和１９年１１月 １日 岩出町公会堂の一部を使用し、県保健衛生行政の一環とし            

て公衆衛生業務を開始 

昭和２２年 ９月 ５日 保健所法公布 

昭和２２年  岩出保健所設置 

昭和２６年 ３月１２日 

 

保健所庁舎完成（岩出町清水３８６番地の３） 

  木造瓦葺２階建 

  建築面積 267.74 ㎡ 

  延 面 積  535.48 ㎡ 

昭和３２年 ３月 那賀福祉事務所設置 

昭和３２年 ４月 保健所保健婦駐在制度発足（昭和６１年３月まで） 

昭和５６年１２月２１日 

 

 

 

那賀総合庁舎竣工（岩出町高塚２０９） 

（保健所棟） 

 鉄筋コンクリート平屋建 

建築面積  802.74 ㎡ 

昭和５７年 ３月２９日 現庁舎で業務開始 

平成 ６年 ７月 １日 地域保健法施行 

平成１０年 ４月 １日 

 

那賀振興局設置 

振興局制度施行とともに、福祉・保健・医療施策連携を図               

るため、岩出保健所と那賀福祉事務所を那賀振興局健康福               

祉部内に設置 

平成１２年 ４月 １日 福祉・保健・医療施策の一体化を進めるため、健康福祉部               

組織再編（那賀福祉事務所廃止） 

平成１７年１１月 ７日 町村合併により紀の川市（打田、粉河、那賀、桃山、貴志               

川町）市政施行（紀の川市福祉事務所設置） 

平成１８年 ４月 １日 岩出市市政施行（岩出市福祉事務所設置） 

平成２１年１０月３０日 那賀総合庁舎耐震改修工事完成 
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３ 機構と職員      

 
（１）機構及び業務内容             
                        計 ３８ 名 
            （令和 8年 4月 1日現在、会計年度任用職員・4名を含む） 

 

総務福祉課長 
(事務) 

副部長兼務 

 

総務グループ 
・事務  ３ 
・会計年度任用職員（手話通訳）１ 

・会計年度任用職員１ 

庶務 
 民生委員・児童委員 
 女性保護相談 
 ひとり親家庭貸付・児童福祉 
 手話通訳 
 
 
身体障害者福祉 

知的障害者福祉 

高齢者福祉 

介護保険 

部  長 
(事務) 
１ 

 

保健課長 
(技術･保健師) 

１ 

衛生環境課長 
(技術･薬剤師) 

１ 
 

福祉グループ 
・事務  ５ 

  [うち再任用職員(１)] 

保健グループ 
・事務  １ 
  [うち再任用職員(１)] 
・技術  ６ 
   保   健   師  （４） 
   [うち再任用職員(１)] 
   臨床検査技師（１） 
   診療放射線技師（１) 

・会計年度任用職員１ 

健康グループ 
・事務  １ 
   精神保健相談員（１） 
・技術  ５ 
   管理栄養士 （１) 

   保   健   師 （４) 

衛生環境グループ 
・事務  ２ 
  [うち再任用職員(1)] 
・技術    ６ 
   獣  医   師 （２) 
   [うち再任用職員(1)] 

薬  剤   師 （２) 
   [うち再任用職員(1)] 

衛生公害技師 （２) 

・会計年度任用職員（環境監視員）

医事・医療関係 
 災害医療、救急医療対策 
 人口動態統計、保健統計 
 結核・感染症対策 
 細菌学的検査 
 健康危機管理、医療安全相談 
 原爆被爆者援護 
               

精神保健福祉 

 健康づくり、栄養改善 

 母子保健 

 思春期保健 

 難病患者対策 

 歯科保健対策  
 
 

食品衛生  
 狂犬病予防、動物の保護・管理 
 環境衛生  
 公害、廃棄物対策    
 鳥獣保護、自然公園        
 温泉 
 薬事、毒劇物、薬物乱用防止 
献血、骨髄バンクの啓発 

副部長 
(事務) 

１ 

 

企画員 
(岩出保健所長) 
(技術･医師） 

１ 
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（２）職員の職種別配置状況

　（令和８年４月１日現在）

部長
企画員兼
所長

副部長兼
次長

総務福祉
課

保健課
衛生環境
課

38 1 1 1 10 15 10

14 1 1 8 2 2

(1) (1)

(3) (1) (1) (1)

技術 20 1 12 7

医師 1 1

保健師 9 9

獣医師 2 2

薬剤師 3 3

1 1

1 1

管理栄養士 1 1

2 2

（うち再任用職員） (3) (1) (2)

4 2 1 1

手話通訳 1 1

環境監視員 1 1

事務補助 2 1 1

事務

備考

会計年度
任用職員

診療放射線技師

臨床検査技師

衛生公害技師

(うち精神保健相談員)

(うち再任用職員)

配置内訳

区分 現員

計
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４ 定期開設等相談事業 

 

【総務福祉課担当】 

業務名 対象・業務内容 実施日時 

 

巡回相談 

    ［予約制］ 

(県障害児者サポー

トセンターによる) 

 

 

 

 

子育て、子供の発達相談

についてなど 

 

 

 

児童(18 歳まで)   

 児童巡回相談： 

  年２回  

（原則、7,11 月の第２木曜日） 

  ※随時の相談も可能です 

 

知的障害児者 

 

 

 

 

児童療育手帳巡回相談： 

  毎月１回（原則） 

成人(18 歳以上)： 

  年６回（5,7,9,11,1 月） 

 

 

 

 

身体障害者更生相談 

（補装具） 

 

 

補装具来所・巡回相談： 

  年４回 

(原則、5,8,11,2 月の第４月曜日) 

 

福祉相談 

 

 

障害者・高齢者・母子等 

 

 

随時 

【保健課担当】 

業務名 対象・業務内容 実施日時 

医療安全相談 医療機関等に関する相談 随時 

一般健康相談 

（健康診断書発行） 

         [予約制] 

一般 

検査項目 

 身長、体重、視力、検尿、  

心電図、血液検査（一部）、   

胸部エックス線撮影 

毎月第１・３火曜日 9:30～11:00 

（ただし、祝日は除く。） 

エイズ相談・ＨＩＶ

通常検査［予約制］ 

一般・ＨＩＶ抗体検査 

(必要に応じＳＴＩ検査） 

毎月第１・３火曜日  9:30～11:00 

（ただし、祝日は除く。） 

ＨＩＶ即日検査 

梅毒即日検査 

    ［予約制］ 

ＨＩＶ抗体検査 

梅毒抗体検査 

※梅毒即日検査のみの受

付はできません。 

毎月第３火曜日 16:00～19:00 

（ただし、祝日は除く。） 
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業務名 対象・業務内容 実施日時 

検便 

 ［予約制］ 

赤痢菌・サルモネラ菌・ 

０-157 等 

毎月第１・３火曜日  9:30～11:00 

（ただし、祝日は除く。） 

こころの健康相談 

     ［予約制］ 

（精神科医師による） 

心の不調や精神疾患、ひ

きこもり等に関する相談 

毎月 第１木曜日（原則）13:30～ 

毎月 第２火曜日（原則）13:30～ 

毎月 第４金曜日（原則）13:30～ 

療育相談 

［各市からの申込み］ 

（整形外科医師、 

理学療法士による） 

整形外科的に心配のある

乳幼児 

偶数月第１もしくは第２金曜日 

9:00～ 

こうのとり相談 

     ［予約制］ 

（不妊症認定看護師

による） 

不妊等で悩む夫婦等 相談者と相談員で時間調整 

毎月 第２火曜日（原則）9:00～12:00 

 

【衛生環境課担当】 

業務名 対象・業務内容 実施日時 

 

薬物相談 

 

 

覚醒剤、大麻等薬物に関

する相談 

 

 

随時 

 

 

フィブリノゲン相談 

 

 

フィブリノゲン製剤に関

する相談 

 

 

随時 

 

 

骨髄バンク登録 

    ［予約制］ 

 

 

18 歳から 54 歳までの健

康な方 

 

 

毎月第１・３火曜日 9:30～11:00 

（ただし、祝日は除く。） 
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Ⅱ 総務福祉課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１　生活保護

生活保護の状況

Ａ Ｂ

R5 R6 R7

369 442 56,682 7.54 7.48 7.80

397 448 53,920 7.59 7.94 8.31

766 890 110,602 7.56 7.70 8.05

12,356 14,381 880,304 16.03 16.16 16.34

世帯類型別被保護世帯数 (世帯)

紀の川市 岩出市 合計

224 256 480

33 42 75

37 73 110

6 11 17

67 15 82

2 0 2

369 397 766

２　民生委員・児童委員

紀の川市 岩出市 合計

民生委員・児童委員 174 83 257

区域担当 163 78 241

主任児童委員 11 5 16

母 子

そ の 他

停 止

合 計

令和8年4月1日現在　(人)

　平成１７年１１月７日、管内５町（打田町・粉河町・那賀町・桃山町・貴志川町）が合併により紀の
川市になり、また、平成１８年４月１日には岩出町が岩出市となり、管内の生活保護実施機関はすべて
市に移行している。

高 齢 者

障 害 者

傷 病 者

保　護　率
A/B×1000

(‰)  ※各年度末現在
被保護
実人員
(人)

人　口
(人)

※前年度10月推計

被保護
世帯数
(世帯)

（令和８年３月３１日現在）

　民生委員とは、民生委員法（昭和23年法律第198号）に基づき、社会奉仕の精神を持って常に住民の
立場になって相談に応じ、及び必要な援助を行い、社会福祉の増進に努めることを任務として、市町村
の区域に設置される民間の奉仕者である。

紀 の 川 市

岩 出 市

管 内 計

県 総 計
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３　母子・父子・寡婦福祉

　

（１）母子・父子・寡婦福祉資金貸付状況　　　　　　　
　（単位：人・円）

年度 人数 貸付額 年度 人数 貸付額

Ｒ５ Ｒ５

Ｒ６ Ｒ６

Ｒ７ Ｒ７

Ｒ５ Ｒ５

Ｒ６ Ｒ６

Ｒ７ Ｒ７

Ｒ５ 5 3,756,130 Ｒ５ 13 9,962,454

Ｒ６ 5 1,541,748 Ｒ６ 9 7,811,012

Ｒ７ 9 6,985,450 Ｒ７ 7 5,046,548

Ｒ５ 0 0 Ｒ５ 6 2,973,960

Ｒ６ 0 0 Ｒ６ 4 1,707,880

Ｒ７ 0 0 Ｒ７ 1 475,920

Ｒ５ 0 0 Ｒ５

Ｒ６ 0 0 Ｒ６

Ｒ７ 1 816,000 Ｒ７

Ｒ５ Ｒ５

Ｒ６ Ｒ６

Ｒ７ Ｒ７

Ｒ５ Ｒ５

Ｒ６ Ｒ６

Ｒ７ Ｒ７

Ｒ５ Ｒ５

Ｒ６ Ｒ６

Ｒ７ Ｒ７

Ｒ５ Ｒ５

Ｒ６ Ｒ６

Ｒ７ Ｒ７

Ｒ５ Ｒ５

Ｒ６ Ｒ６

Ｒ７ Ｒ７

Ｒ５ 2 508,500 Ｒ５

Ｒ６ 4 1,061,980 Ｒ６

Ｒ７ 5 2,151,100 Ｒ７

Ｒ５ Ｒ５

Ｒ６ Ｒ６

Ｒ７ Ｒ７

Ｒ５ 7 4,264,630 Ｒ５ 19 12,936,414

Ｒ６ 9 2,603,728 Ｒ６ 13 9,518,892

Ｒ７ 14 9,952,550 Ｒ７ 8 5,522,468

技能習得
資金

就学支度資金

結婚資金

計

修業資金

就職支度
資金

医療介護
資金

生活資金

住宅資金

転宅資金

事業開始
資金

　母子家庭・父子家庭・寡婦に対する福祉の充実を図るため、母子及び父子並びに寡婦福祉資
金の貸付、ひとり親家庭等特別相談事業等を行っている。

新　　規 継　　続

事業継続
資金

修学資金
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（２）ひとり親家庭等特別相談事業 

    母子家庭や父子家庭等がかかえる親権や養育費等の法律問題について、弁護士が相談

 に応じる。 

  令和７年度相談者は３名であった。 

 

 

４ 女性相談 

女性相談支援員が、日常生活で何らかの問題を有する女性の相談に広く応じ、関係機

関と協力して保護等を行っている。 

    令和７年度相談者は１２名であった。 

 

                        

５ 児童福祉 

児童の健やかな成長は社会や家庭の願いであり責務でもある。児童福祉を充実す

るため、児童相談所等の活動に協力するとともに、民生委員・児童委員・学校・家

庭・地域等とも一体となり児童福祉の向上に努めている。 
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６　身体障害者福祉

（１）身体障害者手帳所持者の状況（令和8年3月31日現在）

年齢区分別・等級別所持者数

1級 2級 3級 4級 5級 6級 計

管内 管内 管内 管内 管内 管内 管内

県内 県内 県内 県内 県内 県内 県内

25 8 13 12 1 3 62

118 65 40 31 12 11 277

362 221 199 256 99 82 1,219

1,950 1,085 865 1,165 515 341 5,921

948 548 806 1,260 387 349 4,298

6,646 3,572 4,877 8,553 2,635 2,585 28,868

1,335 777 1,018 1,528 487 434 5,579

8,714 4,722 5,782 9,749 3,162 2,937 35,066

計

65歳以上

　手話通訳者の派遣、啓発・広報活動など身体障害者の積極的な社会参加を支援するための
事業を実施している。

　＊平成１９年度から、身体障害者手帳の交付等事務は、県子ども・女性・障害者相談セン
ター(現県障害児者サポートセンター)が実施

　障害の程度によって１級から６級までの区分があり、視覚、聴覚・平衡機能、音声・言語
機能・そしゃく機能、肢体不自由（上肢、下肢、体幹、上下肢、脳原性運動）、内部障害
（心臓機能、じん臓機能、呼吸器機能、ぼうこう・直腸機能、小腸機能、ヒト免疫不全ウイ
ルスによる免疫機能、肝臓機能）のそれぞれについて、一定程度以上永続する障害がある方
に対して交付される。

年齢

0～17歳

18～64歳
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（２）手話通訳活動状況

      聴覚障害者に対する手話通訳、各種相談業務、県主催の手話講習会における指導等
（件）

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

福祉関係 24 16 30 14 12

日常生活関係 16 23 17 13 10

保健・医療関係 25 55 26 10 5

職業関係 19 18 16 27 12

居住関係 1 0 3 0 0

教育関係 2 0 13 30 14

警察・裁判関係 1 1 4 3 2

大会・会議関係 33 27 20 15 27

知事記者会見・行政報告会等に関する通訳 22 13 13 15 12

その他 3 1 2 0 1

      　　　　小　　　　計 146 154 144 127 95

58 36 11 10 16

49 32 52 39 47

54 97 91 84 51

13 9 14 5 3

21 5 17 22 16

12 28 44 35 13

353 361 373 322 241

その他

合　　　　計

手
話
通
訳
関
係

用務内容

講習会等講師関係

手話法の指導・人材養成関係

 各種相談対応関係

 研修会等への参加

手話通訳派遣等に関する事務
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７　知的障害児(者)福祉
  

（１）療育手帳の交付状況（各年度末現在）

       (人)

年度 区　　分 Ａ(重度) Ｂ(中度・軽度) 合　計

１８歳未満 68 325 393

Ｒ2 １８歳以上 295 641 936

計 363 966 1,329

１８歳未満 72 298 370

Ｒ3 １８歳以上 299 673 972

計 371 971 1,342

１８歳未満 63 293 356

Ｒ4 １８歳以上 296 660 956

計 359 953 1,312

１８歳未満 64 297 361

Ｒ5 １８歳以上 296 687 983

計 360 984 1,344

１８歳未満 65 308 373

Ｒ6 １８歳以上 298 712 1,010

計 363 1,020 1,383

１８歳未満 70 318 388

Ｒ7 １８歳以上 297 743 1,040

計 367 1,061 1,428

  　知的障害児(者)の実態の把握は、技術的にも社会的にも困難であるが、知的障害者相談員、
民生委員・児童委員等関連機関の協力を得て、在宅知的障害児(者)に対する指導援助を実施し
ている。

    ＊平成１９年度から、療育手帳の交付等事務は、県子ども・女性・障害者相談センター(現県障
害児者サポートセンター)が実施

      知的障害児・者に対する各種の援助サービスを受けやすくするための手帳で、障害の程度
によりＡ（最重度、重度）及びＢ（中度、軽度）の区分があり、児童相談所又は知的障害者更生相
談所などで、知的障害があると判断された方に交付される。
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８ 管内の障害者施設の状況（令和 8年 4月 1日現在） 

 

（１）障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス等 

   障害福祉サービスは、介護の支援を受ける場合には「介護給付」、訓練等の支援を受

  ける場合は「訓練等給付」に位置付けられ、それぞれ、利用の際のプロセスが異なる。 

  ア 療養介護 

医療を要する人であって、常に介護を必要とする人に、主として昼間において、病

院において行われる機能訓練、療養上の管理、看護、医学的管理の下における介護及

び日常生活上のサービスを提供する。 

施 設 名 住        所 実 施 主 体 定員 

 (福)和歌山つくし会 
療養介護施設つくし 
医療・福祉センター 

岩出市中迫 665 (福)和歌山つくし会 １３６ 

 

 イ 生活介護 

 常に介護を必要とする人に、昼間、入浴、排せつ、食事の介護等を行うとともに、

創作的活動又は生産活動の機会を提供する。 

施 設 名 住        所 実 施 主 体 定員 
 

た ん ぽ ぽ 作 業 所 
紀の川市貴志川町井ノ口 15

91-1 
(福)貴桃会 ４０ 

きのかわ共同作業所 岩出市根来 1557 (福)きのかわ福祉会 １４ 

生活介護事業所三幸園 紀の川市粉河 4168 (福)山水会 ２０ 

来 実 の 会 紀の川市打田 932-2 (NPO)来実の会 ３０ 

Ｐ Ｕ Ｒ Ｅ 皆 楽 紀の川市竹房 314 (福)皆楽園 ５０ 

(福)和歌山つくし会
 多機能型福祉事業
所 つくしの里 

岩出市中迫 665 (福)和歌山つくし会 １０ 

き ら り 紀の川市粉河 681-4 
(福)和歌山県福祉事
業団 

２０ 

生活介護事業所らふ 岩出市西国分 735-1 (有)らふ １０ 

らぼとび～ 紀の川市桃山町調月 116-8 (NPO)よつ葉福祉会  １０ 

生活介護事業所おれ
んじ 

紀の川市畑野上 226-1 (株)大樹  ２０ 

はじめ茶話 岩出市山田 41 (福)直心会 ２０ 

デイサービスりんく 紀の川市畑野上 333-1 (株)Link ５  

ケアリズムじんべえ 紀の川市名手西野 382-1 
(同)ライフサポート
じんべえ 

１０  

すずのき 岩出市岡田 543-2 (福)直心会 ２０  
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施 設 名 住        所 実 施 主 体 定員 

 

生活介護事業所みの

り 
岩出市西国分 688-1 (株)KINJITO ２０ 

生活介護事業所まほ

ろば 
岩出市森 112-1 (株)こころ ２０ 

重症心身障がい児デイ 

サービス トムテンジュ

ニア岩出 

岩出市西国分 676-1 南 2 号

室 
(株)PrimaS 最大７ 

Ｍｙ Ｒｅｃｏｒｄ 岩出市岡田 401-1 (福)いちょうの森 ２０ 

ノアワークリンク 
岩出市宮 71-1 パストラル

ビル 1-E 号室 
(株)ノア ６ 

 

ウ 自立訓練（生活訓練） 

 自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、生活能力の向上のために

必要な訓練を行う。 

施 設 名 住        所 実 施 主 体 定員 
 

シャイン 岩出市東坂本 6-1 (福)きのかわ福祉会 １２ 

ケアリズムじんべえ 紀の川市名手西野 382-1 
(同)ライフサポート
じんべえ 

１０ 

 

エ 就労移行支援 

 一般企業等への就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知識及び能力の向上

のために必要な訓練を行う。 

施 設 名 住        所 実 施 主 体 定員 
 
  
  

Ｒｅｍｏｎ 紀の川市粉河 383-4 (株)ＹＥＬＬＯＷ ６ 

シャイニング 岩出市東坂本 6-1 (福)きのかわ福祉会 ８ 

ことだま 岩出市根来 1018-1 (株)ことだま ２０  

 

オ 就労継続支援Ａ型 

 一般企業等での就労が困難な人に、利用者と雇用契約を結んだ上で、働く場を提供

するとともに、知識及び能力の向上のために必要な訓練を行う。 

施 設 名 住        所 実 施 主 体 定員 

 

障害福祉サービス事
業マルワック 

紀の川市桃山町調月 1758-18 (福)桃の木会 ５０ 

ソーシャルファーム
もぎたて 

紀の川市平野 927 (福)一麦会 ２０ 

合同会社エイコー 紀の川市上野 5-3 (同)エイコー ２０ 

ピーチ岩出 岩出市清水 363-4 サンエービル 1 階 (株)プラム １０ 
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施 設 名 住    所 実施主体 定員 

 

フレーズ貴志川 紀の川市貴志川町長山 277 ｰ 408 (同)総合福祉高積 １０ 

ベジファームきのかわ 紀の川市東国分 350 番地 1  
(一社)和歌山県雇用開発

センター 
１０ 

マスカット 岩出市湯窪 43-1 (株)GreenApple １０ 

グリンラボ 岩出市根来 1382 (社)基麟会 １０ 

キャンバス 岩出市西野 181-2 (株)キャンバス ２０ 

Work Support 岩出市相谷 308-1 (株)Double Support １５ 

レイモンドマーケット 紀の川市東国分 475 (福)檸檬会 ２０  

 

  カ 就労継続支援Ｂ型 

 一般企業等での就労が困難な人に、働く場を提供するとともに、知識及び能力の向

上のために必要な訓練を行う。 

施 設 名 住        所 実 施 主 体 定員 

 

就 労 支 援 事 業 所 
三 幸 園 紀の川市粉河 4168 

(福)山水会 

３０ 

就 労 支 援 事 業 所 
第 ２ 三 幸 園 紀の川市粉河 4138-3 ３０ 

きのかわふるさと村 紀の川市西大井 410-5 

(福)きのかわ福祉会 

２０ 

きのかわ共同作業所 岩出市根来 1557 ２６ 

ふるさとファーム 紀の川市東三谷 335－1 ３５ 

プ レ イ ス 紀の川市貴志川町長山 1651 (NPO)プレイス ２０ 

岩 出 サ ン ワ ー ク 岩出市東坂本 62－5 (NPO)岩出サンワーク ２０ 

マ ル ワ ッ ク 紀の川市桃山町調月 1758-18 (福)桃の木会 １０ 

Meglück（めぐりゅっく） 紀の川市粉河 1758-1 (福)一麦会 ２０ 

就労継続支援Ｂ型事
業所カルラ 

岩出市清水 468-4 (同)総合福祉高積 ２０ 

らぼとび～ 紀の川市桃山町調月 116-8 (NPO)よつ葉福祉会 １０ 

Ｒｅｍｏｎ 紀の川市粉河 383-4 (株)ＹＥＬＬＯＷ １４ 

みらいてらす 紀の川市久留壁 28-3 (同)医療福祉会 ２０ 

マスカット 岩出市金池 48-1 (株）GreenApple １０ 

グリンラボ 岩出市根来 1382 (社)基麟会 ２０ 
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施 設 名 住    所 実 施 主 体 定員 

桃源郷ユニバーサル
デザイン案内所 

紀の川市貴志川町西山 1482 (NPO)三敬福祉会 ２０ 

たいようとわんおく 紀の川市東国分 353-95 (株)たいよう ３０ 

ポルテク 紀の川市名手市場 862-1 (同)ポングリカンパニー ２０ 

元気 B-work 岩出市中黒 62-1 (一社)Shake Hands ２０  

スマイル 岩出市中黒 555-5 (同)スマイル ２０  

すみれ障害福祉作業所 紀の川市北大井 509-1 (株)ケアパートナーズ ２０  

ちゃーる 岩出市山崎 1-1 ＭＹＥ(株) ２０  

ピーチ岩出 岩出市清水 363-4 サンエービル 1 階 (株)プラム １０  

フレーズ貴志川 紀の川市貴志川町長山 277 ｰ 408 (同)総合福祉高積 １０  

ノアワークリンク 
岩出市宮 71-1 パストラル
ビル 1-E 号室 

(株)ノア １４  

 

キ 施設入所支援 

施設に入所する人に、夜間や休日において、入浴、排せつ及び食事等の介護を行う。 

施 設 名 住        所 実 施 主 体 定員 
 

Ｐ Ｕ Ｒ Ｅ 皆 楽 紀の川市竹房 314 (福)皆楽園 ５０ 

 

ク 共同生活援助（グループホーム） 

共同生活を行う住居で、相談や日常生活上の援助を行う。また、入浴、排せつ、食事

の介護等の必要性が認定されている方には介護サービスも提供する。 

 

施 設 名 住        所  実 施 主 体 定員 

 ゆうゆうホーム 紀の川市粉河 214-4 

(福)山水会 

４ 

第２ゆうゆうホ
ーム 

紀の川市粉河 214-5 ４ 

秋葉台サンホーム 紀の川市粉河 4801-147 ５ 

ふじい台サンホーム 紀の川市藤井 24-37 ５ 

 なかよしホーム 岩出市荊本 210-15 

(福)きのかわ福祉会 

４ 

 

なごみの家 岩出市金屋 247-32 ４ 

フレンドホーム 岩出市宮 155-1 １０ 

グリーンフルホ
ームＡ 

岩出市相谷 71-2 102 号 ２ 

グリーンフルホ
ームＢ 

岩出市相谷 71-2 202 号 ２ 

グリーンフルホ
ームＣ 

岩出市相谷 71-2 208 号 ２ 

き
の
か
わ
福
祉
会
ホ
䤀
ム 

ゆ
う
ゆ
う
ホ
䤀
ム 
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施 設 名 住        所  実 施 主 体 定員 

 
ローズ桃山 

紀の川市桃山町調月1758－

18 

(福)桃の木会 

６ 

ローズ桃山Ⅱ 紀の川市桃山町最上 613-1 １０ 

ローズ桃山Ⅲ 紀の川市桃山町最上 737 ７ 

ローズ桃山Ⅳ 紀の川市桃山町最上 737 ７ 

グループホームじん
べえ 

紀の川市貴志川町井ノ口 
1591-2 

(同)ライフサポート
じんべえ ６ 

 グループホーム
樹 紀の川市窪 149-4 

(株)桜桃 
５ 

グループホーム
樹Ⅱ 

紀の川市打田 548 ５ 

 グループホーム
ＲｉｓｅⅠ 

紀の川市貴志川町尼寺343-
5 

(同)まある 

５ 

グループホーム
ＲｉｓｅⅡ 

紀の川市貴志川町尼寺343-
5 

５ 

グループホーム
かのんⅢ 

紀の川市貴志川町尼寺343-
1 

５ 

グループホーム
かのんⅣ 

紀の川市貴志川町尼寺343-
1 

５ 

 グループホーム
すみれ 

紀の川市貴志川町丸栖1662 

(株)ケアパートナー

ズ 

４ 

グループホーム

すみれⅡ 
紀の川市古和田 650-12 ５ 

グループホーム

すみれⅢ 

紀の川市貴志川町丸栖559-

11 
４ 

グループホーム

すみれⅣ 
紀の川市貴志川町丸栖1667 ４ 

 

レイモンドハウ

スⅠ 
紀の川市桃山町元 918-3 

(福)檸檬会 

５ 

レイモンドハウ

スⅡ 
紀の川市桃山町元 918-3 ５ 

レイモンドハウ

スⅢ 
紀の川市桃山町元 918-3 ５ 

レイモンドハウ

スⅣ 
紀の川市桃山町元 918-3 ５ 

 Toiro ラボ H 岩出市北大池 92-1 

(株)サンブリッジ 

１０  

 Toiro ラボ R 岩出市北大池 92-1 １０  

 
自立生活かなえるほー

む Toiro ラボ新田広芝 
岩出市新田広芝 111-9 ５  

 
グループホーム 

ルーエ 
紀の川市西大井 51-6 

(株)ライフサポート

あゆみ 
４  

 

 

グ
ル
䤀
プ
ホ
䤀
ム
樹 

グ
ル
䤀
プ
ホ
䤀
ム
Ｒ
ｉ
ｓ
ｅ 

グ
ル
䤀
プ
ホ
䤀
ム
す
み
れ 

レ
イ
モ
ン
ド
ハ
ウ
ス
Ⅰ 

自
立
生
活
か
な
え
る 

ほ
䤀
むT

o
i
r
o

ラ
ボ 

ロ
䤀
ズ
桃
山 

19



  ケ 相談支援 

障害者や障害児の保護者又は障害者等の介護を行う方などからの相談に応じ、情  

   報提供や助言その他の支援を行う。 

地域移行支援、地域定着支援、計画相談支援、障害児相談支援がある。 

施 設 名 住        所 実施主体 指定に係る種類 

 
  
 

麦の郷 紀の川生活支

援センター 
紀の川市尾崎 79-1 (福)一麦会 

指定一般相談支援 

(地域移行・定着) 

障害(児)者相談支援

事業所ライフステー

ジサポートセンター 

door 

岩出市水栖 145-5 山本

テナント１階中号室 

(株) サンブリ

ッジ 

指定一般相談支援 

(地域移行・定着) 

すみれ相談支援事業

所 
紀の川市北大井 509-1 

(株)ケアパー

トナーズ 

指定一般相談支援 

(地域移行・定着) 

（注）管内には、県が指定する指定一般相談支援事業所（上記の３か所）のほかに、市

が指定する指定特定相談支援事業所が１５か所ある。 

 

コ 医療型障害児入所施設 

 保護、日常生活の指導、独立自活に必要な知識技能の付与及び治療を行う。 

施 設 名 住        所 実 施 主 体 定員 

 (福)和歌山つくし会医療
型障害児入所施設 つくし
医療・福祉センター 

岩出市中迫 665 (福)和歌山つくし会 １３６ 

 

(２) 居宅サービス等の事業所の状況（令和８年４月１日現在） 

居宅において日常の生活を送っている障害者等に対して、障害者総合支援法や児童福 

祉法に基づく障害福祉サービスの提供を行う事業所の状況は、次のようになっている。 

 

 ア 障害者総合支援法に基づく居宅サービスの事業所（休止中含む） 

サ ー ビ ス の 種 類 事業所数 

 

居 宅 介 護 ３７ 

重 度 訪 問 介 護 ３１ 

同 行 援 護 １２ 

行 動 援 護 １ 

短 期 入 所 ８ 

 

 イ 児童福祉法に基づく障害児通所支援事業所 

サ ー ビ ス の 種 類 事業所数 
 

福 祉 型 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー ３ 

児 童 発 達 支 援 １７ 

放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス ２１ 

保 育 所 等 訪 問 支 援 ３ 
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９　障害児（者）医療

　○重度心身障害児（者）医療費補助金

                                                           　　　　　　　　（令和８年４月現在）

【紀の川市】

年度
対象者数

(人)
受給者数

(人)
一人あたりの医療費

(円)
県補助所要額

(円)

Ｒ３年度 1,002 976 124,826 61,848,445

Ｒ４年度 966 941 128,397 61,311,622

Ｒ５年度 917 899 142,931 65,131,971

Ｒ６年度 887 864 150,096 65,695,120

Ｒ７年度 841 818 126,163 52,416,693

　　　　※ Ｒ７未確定

【岩出市】

年度
対象者数

(人)
受給者数

(人)
一人あたりの医療費

(円)
県補助所要額

(円)

Ｒ３年度 707 685 157,198 54,516,901

Ｒ４年度 700 678 166,305 57,067,955

Ｒ５年度 762 740 160,384 60,071,377

Ｒ６年度 755 739 141,226 52,895,065

Ｒ７年度 716 699 161,397 57,076,376

　　　　※ Ｒ７未確定

　　　重度の障害を持つ方の健康の保持と福祉の増進を図るため、資格要件を満たす受給者の自
己負担金を助成する市町村に対し、予算の範囲内で補助金を交付している。
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１０ 老人福祉 

                                                                  

（１）老人福祉                                                                   

    本県では、高齢者（６５歳以上）が総人口に占める割合が３０％を超え、この割合

は今後更に増加すると見込まれる。                 

  高齢化の進展に伴い支援を要する高齢者が増加する中、平成２９年度からは、すべ

ての市町村において、高齢者の自立した日常生活の支援を目的とした「介護予防・日

常生活支援総合事業」がはじまるなど、高齢者及びその家族に対する支援対策の充実

が図られている。 

    また、老人福祉施設整備の拡充を進め、これからの高齢社会を、いきいきと生きが

いを持って生活でき、長寿を喜び合える社会づくりに取り組んでいる。              

                                               

                                                                                 

（２）管内における高齢化の状況 

                                                    （令和 7 年 1 月 1 日現在） 

 
総人口(人) ６５歳以上(人) 

高齢人口比率（％) 

[県内順位] 

R6.1 月 

[県内順位] 

R5.1 月 

[県内順位] 
前年比 

紀の川市 58,920 20,140 34.2 [24] 33.8 [24] 33.5 [23] +0.4 

岩 出 市 53,900 13,535 25.1 [30] 24.7 [30] 24.3 [30] +0.4 

管 内 計 112,820 33,675 29.8 [ 7] 29.5 [ 7] 29.1 [ 7] +0.3 

県 全 体 901,193 305,432 33.9 33.6 33.3 +0.3 

 

 

（３）管内における老人福祉施設等         

 

  ア 養護老人ホーム                                                       

        ６５歳以上のお年寄りで、環境上の理由及び経済的理由により居宅において養

護を受けることが困難な方を入所させて養護する施設 

                                                 （令和 8 年 4 月 1 日現在） 

施   設   名 所  在  地 定員(人) 
        

白   水   園 紀の川市上田井 1229-1 ５０ 
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  イ 特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）      

        ６５歳以上のお年寄りで、身体上または精神上著しい障害があるため常時の介

護を必要とし、自宅において介護を受けることが困難な方に対し、日常生活上必

要な介護、機能訓練、療養上の世話をする施設 

                                                  （令和 8 年 4 月 1 日現在）（人） 

施   設   名 所  在  地 定 員 短期入所 

打 田 皆 楽 園 紀の川市畑野上 259 ６０ １０ 

白   水   園 紀の川市上田井 1229-1 ８０ ２０ 

髙   陽   園 紀の川市東大井 11-3 １００ ２０ 

栄   寿   苑 紀の川市麻生津中 1279 ５０ ２０ 

も も の 里 紀の川市桃山町最上 1254-1 ５０ １０ 

ヴ ィ ラ も も の 里 紀の川市桃山町最上 873 ５０ １０ 

貴志川聖アンナの家 紀の川市貴志川町上野山 302-1 ５０ １０ 

き し が わ 園 紀の川市貴志川町尼寺 359 ３０ ２０ 

皆   楽   園 岩出市西国分 668 ９０ １０ 

岩 出 憩 い 園 岩出市溝川 22 ７０ １０ 

合  計  ６３０ １４０ 

 

  ウ 介護老人保健施設                                                       

       病状が安定期にあり、入院治療する必要はないが、リハビリテーションや看護

・介護を必要とする要介護者に対し、看護・医学的管理下における介護、機能訓

練、その他必要な医療を行いながら、家庭復帰を目指して日常生活上の世話をす

る施設 

                                    （令和 8 年 4 月 1 日現在）（人） 

施   設   名 所  在  地 入 所 
定 員 

短 期 
入 所 

通 所 
リハビリ 
定 員 

さ く ら の 丘 紀の川市黒土 153 １００ 空床利用 ４０ 

や す ら ぎ 苑 岩出市清水 311-1 １００ 空床利用 ３０ 

み く る ま 紀の川市貴志川町丸

栖 936-3 
９０ ２０ ３０ 

合  計  ２９０ － １００ 
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  エ 介護医療院 

       長期にわたり療養が必要である要介護者に対し、療養上の管理、看護、医学的

管理の下における介護及び機能訓練その他必要な医療並びに日常生活上の世話を

行うことを目的とする施設 

                        （令和 8 年 4 月 1 日現在） 

施    設    名 所  在  地 定員(人) 

 

富田病院介護医療院 岩出市紀泉台２ ５５ 

介護医療院 やよい苑 岩出市中迫 380 ８４ 

稻穂会病院介護医療院 紀の川市粉河 756-3 ４２ 

合  計  １８１ 

 

  オ 介護保険サービス事業所等 

    介護保険制度のもとで、高齢者等へのサービス提供を行おうとする者は、サー

ビスを行う事業所ごとに県知事の指定又は開設許可（介護老人保健施設）を受け

る必要があり、これに係る申請等の受付業務を行っている。 

   管内における指定居宅サービス事業所数 

                                                    （令和 8 年 4 月 1 日現在） 

市  名  
事業の種類 紀の川市 岩出市 合 計 R7 年 4 月 1 日 

 

居宅介護支援 １３ １５ ２８ ３３ 

訪問介護 ２１ ２４ ４５ ４６ 

訪問入浴介護 ０ ０ ０ ０ 

訪問看護 １３ １１ ２４ ２４ 

訪問リハビリテーション ３ ３ ６ ６ 

居宅療養管理指導 ０ ０ ０ ０ 

通所介護 １８ １４ ３２ ３１ 

通所リハビリテーション ２ ２ ４ ４ 

短期入所生活介護 ９ ２ １１ １２ 

短期入所療養介護 ３ ４ ７ ７ 

特定施設入居者生活介護 １ ０ １ １ 

福祉用具貸与 ３ ２ ５ ５ 

福祉用具販売 ３ ２ ５ ５ 

合   計 ８９ ７９ １６８ １７８ 

※ 上記の他にも、保険医療機関、保険薬局、介護老人保健施設、介護療養型医療施設

については、法令により指定されたとみなすことができる居宅サービスがある。 
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  カ 軽費老人ホーム（ケアハウス） 

        ６０歳以上の方で、自炊ができない程度の身体機能の低下が認められ、又は高

齢のため独立して生活するには不安が認められる方で、家族による援助を受ける

ことが困難な方を対象とする施設 
                                          （令和 8 年 4 月 1 日現在） 

施   設   名 所  在  地 定員(人) 

 
ケアハウス後楽荘 紀の川市黒土 262 ５０ 

ケアハウスヴィラ桜 岩出市桜台 607 ５０ 

ケアハウスヴィラ山桜 岩出市桜台 518 ５０ 

 

  キ 有料老人ホーム 

        ６０歳以上の方で、自炊ができない程度の身体機能の低下が認められ、又は高

齢のため独立して生活するには不安が認められる方で、家族による援助を受ける

ことが困難な方を対象とする施設 
                                             （令和 8 年 4 月 1 日現在）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  

施   設   名 所  在  地 定員(人) 類型 

リゾートライフこんにちは 紀の川市桃山町元 764-1 ４８ 住宅型 

Grand Home 瑞穂 紀の川市粉河 775-1 ４４ 住宅型 

住宅型有料老人ホーム 紀志の家 紀の川市貴志川町西山 33 １０ 住宅型 

有料老人ホーム雅 紀の川市深田 101 番地 1 １５ 住宅型 

ひばりヶ丘安心ハウス岩出 岩出市岡田 695-1 ８３ 住宅型 

エンゼルパーク 岩出市西安上 270 ５８ 住宅型 

シルバーホームジュレ岩出 岩出市川尻 72-4 １３ 住宅型 

高齢者賃貸住宅あん 岩出市山崎 38-1 １４ 住宅型 

有料老人ホーム長寿苑 岩出市岡田 844-1 ２９ 住宅型 

住宅型有料老人ホーム 小春日和 岩出市西国分 793-1 ２６ 住宅型 

ハッピーガーデン 岩出市紀泉台 432-1 ３０ 住宅型 

住宅型有料老人ホーム 小春の里 岩出市山田 6-2 ４８ 住宅型 

スマイルガーデン 岩出市西安上 276 ４９ 住宅型 

住宅型有料老人ホーム こもれびの里 岩出市中島古川 718-3、-8、-9 ３５ 住宅型 

 住宅型有料老人ホームさざんか 岩出市水栖 98-1 ４０ 住宅型 

 陽光の郷ふなと１号館 岩出市船戸 116 ２４ 住宅型 

 陽光の郷ふなと２号館 岩出市船戸 118-6 ２９ 住宅型 
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    ク 地域包括支援センター                  

      地域住民の心身の健康の保持及び生活の安定のため、地域住民の保健医療の向

上及び福祉の増進を包括的に支援することを目的として、包括的支援事業等を地

域において一体的に実施する役割を担う中核的機関（平成１８年度から設置）   

                         （令和 8 年 4 月 1 日現在） 

 直営 委託 計 

紀の川市 １ ０ １ 

岩 出 市 １ ０ １ 

管 内 計 ２ ０ ２ 

 

  ケ 地域密着型サービス 

     認知症高齢者や一人暮らし高齢者の増加に対応し、できる限り住み慣れた自宅

又は地域で生活を継続できるようにするため、身近な市町村で提供される介護保

険サービス。平成１８年４月に創設され、事業者の指定及び指導・監督等の権限

は所在地の市町村所管となっている。 

 

   （ア）認知症対応型通所介護 

      認知症である高齢者（要介護者、要支援者）が、デイサービスセンターに

通い、食事・入浴などの介護や支援、機能訓練を受けることによって、心身

機能の維持回復を図り、能力に応じて居宅で自立した日常生活を営むことが

できるようにするサービス 
                                                      （令和 8 年 4 月 1 日現在） 

施   設   名 所   在   地 登録定員(人) 

栄寿苑ファミリーデイサービス 紀の川市麻生津中 1279 １２ 

合 計   １ 施 設  １２ 
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   （イ）認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 

         ５～９人の認知症高齢者が、家庭的な雰囲気の中で共同生活を送りなが

ら、常生活上の世話や機能訓練を受け、認知症の進行を穏やかにし、精神的

に安定して健康で明るい生活を送れるようにするサービス 
                                                        （令和 8 年 4 月 1 日現在） 

 

施   設   名 所  在  地 定員(人) 

 

グ ル ー プ ホ ー ム 友 愛 紀の川市畑野上 272 ９ 

グ ル ー プ ホ ー ム 桃 の 庵 紀の川市桃山町最上 843-1 １８ 

グループホーム自然の郷 紀の川市桃山町最上 1206-22 １８ 

グ ル ー プ ホ ー ム 風 の 里 紀の川市粉河 951-1 １８ 

グループホーム栄寿の里 紀の川市麻生津中 1294-1 １８ 

グループホームさくらの丘 紀の川市黒土 153 １８ 

ネ ス テ ィ ベ ー ス 紀の川市貴志川町高尾 194-1 ９ 

グループホームえんがわ 岩出市畑毛 108-2 １８ 

グ ル ー プ ホ ー ム の ぞ み 岩出市山 591 ９ 

グ ル ー プ ホ ー ム な ご み 岩出市水栖 644-1 １８ 

グループホームハピネス岩出 岩出市森 259-1 ９ 

グ ル ー プ ホ ー ム と い ろ 岩出市中迫 66-3 １８ 

合 計         １２施 設  １８０ 

 

   （ウ）小規模多機能型居宅介護 

      要介護者（要支援者）が、心身の状況や置かれている環境、希望に応じ、

通所サービスを中心に訪問や宿泊を組み合わせることによって日常生活上の

世話及び機能訓練を受け、利用者の能力に応じて居宅で自立した日常生活を

営むことができるように支援するサービス 

                                                        （令和 8 年 4 月 1 日現在）

  

施   設   名 所  在  地 登録定員(人) 

小規模多機能型居宅介護 風の家 紀の川市粉河 951-1 ２９ 

あ じ さ い 苑 岩出市西安上 273 ２９ 

合 計     ２ 施 設  ５８ 
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   （エ）地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

      定員 29 人以下の小規模な介護老人福祉施設に入所する人が、居宅における

生活への復帰を念頭において、食事や入浴等の日常生活上の世話・機能訓練

・健康管理と療養上の世話を受け、能力に応じて自立した日常生活を営むこ

とが出来るようにするサービス 

                                                       （令和 8 年 4 月 1 日現在）  

施   設   名 所  在  地 登録定員(人) 

地域密着型特別養護老人ホーム 

き し が わ 園 
紀の川市貴志川町尼寺 359 ２０ 

合 計     １ 施 設  ２０ 

 

   （オ）定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

      密接に連携をとっている介護職員と看護師の定期的な訪問を受けたり、通

報や電話などをすることで、随時対応を受けることができるサービス。管内

に１事業所が所在（令和 8 年 4 月 1 日現在）。  

 

   （カ）地域密着型通所介護 

      平成２８年４月に創設され、通所介護事業所のうち定員１８人以下の小規

模な事業所が移行。管内に１２事業所が所在（令和 8 年 4 月 1 日現在）。 
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（４）介護保険                                                                   

     介護保険は、介護や支援が必要となった被保険者に介護サービスを提供することで、 

   被保険者自身とその家族を国民みんなで支える仕組みであり、適正な要介護認定、ま

  た介護サービスが、質・量ともに充足できることを目指し、研修の実施や事業所指導

  等を行っている。                                                              

        

 ア 研修の実施状況  

   介護保険制度における要介護認定が公平・公正に実施されるために、介護認定調査 

     員及び介護認定審査会委員が必要な知識や技能を修得できるように、県として平成

11 年度（介護保険認定開始年度）から研修を実施している。 

         

（ア）介護認定調査員新任研修  

  新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた措置 

対象者：原則、新たに認定調査に従事する者 

 

受講期限 

 

実施方法 

 

研 修 内 容 

 

受講人数 

 

 R7.6.30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｅラーニング

システム等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・要介護認定などに関する基本的な考え方 

要介護認定適正化事業事務局ホームページで

公開されている動画教材 

①認定調査の基本的な考え方 

②介護認定審査会の手順と特記事項の書き方 

③一次判定ソフトの役割と仕組み 

 

・認定調査の実施方法 

ｅラーニングシステムに収載されている動画

教材 

①能力で評価する項目 

②介助の方法で評価する項目 

③有無で評価する項目 

 

・習熟度チェックテスト等 

ｅラーニングシステム 

①アンケート 

②全国テスト 

③問題集(初学者問題) 

 

 

106 人 
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（イ）介護認定調査員現任研修   

以下の①②のいずれかに該当する者を対象とする。 

  ①前年度に認定調査の実績があり、当該認定調査の実績(年間調査件数)が１００件以

   上の調査員(委託調査員を含む。) 

  ②前年度に認定調査の実績があり、当該認定調査の実績(年間調査件数)が１００件未

   満の直営調査員(市町村及び指定市町村事務受託法人の職員)  

受講期限 実施方法 研 修 内 容 受講人数 

R7.7.31 

 

動画研修 

 

 

・認定調査について 

・特記事項記載の留意点 

・事例検討・その他の留意点 

188 人 

（那賀圏域 16 人） 

 

 

（ウ）認定調査委員ファシリテーター養成研修 

   認定調査員および事務局職員を対象とする。 

  ※原則、令和７年度認定調査員現任研修を受講した者 

 ※特に、認定調査員においては、 

 ①指導的立場としての業務経験を有する（または今後、指導的立場として従事する）者 

 ②今後も一定期間は継続的に認定調査に従事することが見込まれる者 

実施方法 研 修 内 容 

動画研修 

 

 

・認定調査について 

・特記事項記載の留意点  

・その他の留意点 

 

（エ）介護認定審査会運営適正化研修 

   各市町村及び関係一部事務組合の介護保険担当部門において、要介護認定の認定調 

査及び介護認定審査会の運営事務等に従事する者を対象とする。 

実施方法 研 修 内 容 

動画研修 

 

・介護認定審査会及び認定調査の適切な運営について 

・その他 

                          

（オ）介護認定審査会委員現任研修     

実施方法 研 修 内 容 

動画研修 

 

 

（１）要介護認定関係制度論 

（２）介護認定審査委員の基本姿勢 

（３）要介護認定等基準時間の考え方 

（４）介護認定審査会について 

（５）事例検討の在り方について 

（６）効率的な運営の方法 

（７）全国及び県内情勢の分析 

（８）平準化に資する方策の検討 
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１１　老人医療                                                       

　７５歳（一定の障害がある場合は６５歳）以上の人が、被保険者となる。

○和歌山県老人医療費補助金                                                    

【紀の川市】

年度
対象者数

(人)
受給者数

(人)
一人あたりの医療費

(円)
県補助所要額

(円)

Ｒ３年度 2,774 1 29,603 15,867

Ｒ４年度 2,659 1 54,452 28,506

Ｒ５年度 2,614 0 0 0

Ｒ６年度 2,478 1 6,561 3,670

Ｒ7年度 2,408 1 35,992 18,422

　　　　※ Ｒ7未確定

【岩出市】

年度
対象者数

(人)
受給者数

(人)
一人あたりの医療費

(円)
県補助所要額

(円)

Ｒ３年度 1,966 0 0 4,397

Ｒ４年度 1,901 2 69,175 71,018

Ｒ５年度 1,833 1 71,506 36,499

Ｒ６年度 1,821 1 22,057 11,774

Ｒ7年度 1,818 1 41,218 21,854

　　　　※ Ｒ7未確定

　平成２０年４月から、医療制度改革により「老人保健制度」に代わり「長寿医療制度（後期高齢
者医療制度）」が実施された。

　また、県内のすべての市町村が加入する和歌山県後期高齢者医療広域連合が、運営主体
（保険者）となり、市町村が窓口業務や保険料の徴収等を行っている。

　６７歳～６９歳の方が７０歳の方と同じ負担で医療が受けられるように、資格要件を満たす受給
者の自己負担を助成する市町村に対し、予算の範囲内で補助金を支給するものである。

（令和8年４月現在）
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１ 人口動態 

（１）調査の概要 

人口動態統計は、出生・死亡・婚姻・離婚及び死産の５種類の「人口動態事象」につ

いて、その実態を把握し、人口及び厚生労働行政施策の基礎資料を得るために、「戸籍

法」及び「死産の届出に関する規程」による届書に基づいて作成された人口動態調査票

を、厚生労働省で集計したものである。 

 

（２）調査の期間及び対象 

本資料では、日本国内で発生した日本人に関する事件で、令和６年１月１日から同年

１２月３１日までに発生したものを集計し、掲載している。 

 

（３）用語の説明 

  自 然 増 加 ： 出産数から死亡数を減じたもの 

  乳 児 死 亡 ： 生後１年未満の死亡 

  新 生 児 死 亡 ： 生後４週未満の死亡 

  早期新生児死亡 ： 生後１週未満の死亡 

  死     産 ： 妊娠満１２週以後の死児の出産 

  周 産 期 死 亡 ： 妊娠満２２週以後の死産に早期新生児死亡を加えたもの 

 

（４）率の計算 

出生・死亡・自然増加・婚姻・離婚率は人口千対、乳児・新生児・早期新生児死亡率

は出生千対、死産率は出産（出生＋死産）千対、周産期死亡率は出産（出生＋妊娠満 22

週以後の死産）千対、死因別死亡率は人口 10 万対である。 

 

全国・和歌山県：総務省統計局「令和６年１０月１日現在推計人口（日本人）」 

保健所・市町村：和歌山県調査統計課「和歌山県の推計人口（令和６年１０月１日現在）」

を用いる。 

 

（５）令和６年人口動態（全国・県・管内） 

 
出生率 

 
(人口千対） 

死亡率 
 

(人口千対） 

乳 児 
死亡率 

 
(出生千対） 

新生児 
死亡率 

 
(出生千対） 

死産率 
 

(出産千対） 

周産期 
死亡率 

 
(出産千対） 

婚姻率 
 

(人口千対） 

離婚率 
 

(人口千対） 

全国 5.5 13.0 1.8 0.9 21.8 3.3 3.9 1.5 

県 5.1 16.6 3.1 1.1 17.2 3.8 3.4 1.7 

管内 5.3 13.3 ‐ ‐ 10.2 1.7 3.5 1.8 
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(6) 出生率(人口千対）の年次推移(全国・県・管内）

Ｓ60 Ｈ2 Ｈ7 Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6

全国 11.9 10.0 9.6 9.5 8.4 8.5 8.0 6.8 6.6 6.3 6.0 5.5

県 11.1 9.5 9.2 9.0 7.6 7.6 7.3 6.3 6.1 5.8 5.5 5.1

管内 11.0 9.8 10.5 10.5 8.6 8.3 7.6 6.3 6.4 6.2 5.7 5.3

Ｓ60 Ｈ2 Ｈ7 Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6

全国 6.3 6.7 7.4 7.7 8.6 9.5 10.3 11.1 11.7 12.9 13.0 13.0

県 8.2 8.7 9.4 9.6 10.9 12.1 13.1 13.8 14.3 16.0 16.4 16.6

管内 8.0 7.9 7.7 8.0 8.7 9.7 9.9 10.8 10.9 13.0 13.1 13.3

(7) 死亡率(人口千対）の年次推移(全国・県・管内）

　全国、県、管内ともに死亡率は上昇しており、県、管内とも全国と比較して高率で
ある。

　全国、県、管内とも低下しており、県、管内とも全国と比較して低率である。
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(8) 乳児死亡率(出生千対）の年次推移(全国・県・管内）

Ｓ60 Ｈ2 Ｈ7 Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6

全国 5.5 4.6 4.3 3.2 2.8 2.3 1.9 1.8 1.7 1.8 1.8 1.8

県 6.5 5.0 5.0 2.7 3.3 2.1 1.8 1.4 2.7 1.7 1.4 3.1

管内 5.9 1.0 6.9 2.4 2.0 1.0 1.1 1.4 2.8 2.9 1.6 -

　全国、県ともに長期的には大きく低下してきているが、令和6年は県が全国を上
回っており、管内では乳児死亡はありませんでした。
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（１０－１）令和４年・５年・６年　死因別死亡数（総覧）

R4 R5 R6 R4 R5 R6 R4 R5 R6 R4 R5 R6 R4 R5 R6

全死因 1,569,050 1,576,016 1,605,378 14,308 14,535 14,586 1,460 1,454 1,474 918 884 910 542 570 564

結核 1,664 1,587 1,462 12 12 14 1 3 1 - 3 ‐ 1 - 1

悪性新生物 385,797 382,504 384,111 3,341 3,286 3,317 341 366 341 202 209 220 139 157 121

糖尿病 15,927 15,448 14,959 118 132 94 14 10 6 8 5 4 6 5 2

高血圧性疾患 11,665 11,396 11,799 76 64 65 10 3 2 5 1 2 5 2 -

心疾患 232,964 231,148 226,388 2,277 2,432 2,355 229 204 225 137 131 131 92 73 94

脳血管疾患 107,481 104,533 102,821 859 829 754 106 86 78 67 52 43 39 34 35

大動脈瘤及び解離 19,987 20,033 20,427 148 161 157 14 12 23 7 7 13 7 5 10

肺炎 74,013 75,753 80,176 759 841 888 71 60 82 48 33 51 23 27 31

慢性閉塞性肺疾患 16,676 16,941 16,629 161 148 154 18 20 17 10 17 11 8 3 6

喘息 1,004 1,089 1,088 8 7 16 - 1 1 - 1 1 - - -

肝疾患 18,896 18,638 18,858 162 177 170 24 14 18 15 8 12 9 6 6

腎不全 30,739 30,208 29,665 339 313 277 30 29 25 21 22 18 9 7 7

老衰 179,529 189,919 206,887 1,968 1,993 2,143 198 200 204 147 124 132 51 76 72

不慮の事故 43,420 44,440 45,743 435 447 439 42 42 43 31 27 32 11 15 11

自殺 21,252 21,037 19,608 176 193 140 18 29 13 11 13 7 7 16 6

その他の死因 408,036 411,342 424,757 3,469 3,500 3,603 344 375 395 209 231 233 135 144 162

（１０－２）令和４年・５年・６年　死因別死亡率（人口１０万対）

R4 R5 R6 R4 R5 R6 R4 R5 R6 R4 R5 R6 R4 R5 R6

全死因 1,285.8 1,300.4 1,296.8 1,596.9 1,644.2 1,658.2 1,303.6 1,307.0 1,332.7 1,590.5 1,545.2 1,605.4 998.6 1,054.8 1,046.0

結核 1.4 1.3 1.2 1.3 1.4 1.6 0.9 2.7 0.9 - 5.2 ‐ 1.8 - 1.9

悪性新生物 316.1 315.6 310.3 372.9 371.7 377.1 304.5 329.0 308.3 350.0 365.3 388.1 256.1 290.5 224.4

糖尿病 13.1 12.7 12.1 13.2 14.9 10.7 12.5 9.0 5.4 13.9 8.7 7.1 11.1 9.3 3.7

高血圧性疾患 9.6 9.4 9.5 8.5 7.2 7.4 8.9 2.7 1.8 8.7 1.7 3.5 9.2 3.7 -

心疾患 190.9 190.7 182.9 254.1 275.1 267.7 204.5 183.4 203.4 237.4 229.0 231.1 169.5 135.1 174.3

脳血管疾患 88.1 86.3 83.1 95.9 93.8 85.7 94.6 77.3 70.5 116.1 90.9 75.9 71.9 62.9 64.9

大動脈瘤及び解離 16.4 16.5 16.5 16.5 18.2 17.8 12.5 10.8 20.8 12.1 12.2 22.9 12.9 9.3 18.5

肺炎 60.7 62.5 64.8 84.7 95.1 101.0 63.4 53.9 74.1 83.2 57.7 90.0 42.4 50.0 57.5

慢性閉塞性肺疾患 13.7 14.0 13.4 18.0 16.7 17.5 16.1 18.0 15.4 17.3 29.7 19.4 14.7 5.6 11.1

喘息 0.8 0.9 0.9 0.9 0.8 1.8 - 0.9 0.9 - 1.7 1.8 - - -

肝疾患 15.5 15.4 15.2 18.1 20.0 19.3 21.4 12.6 16.3 26.0 14.0 21.2 16.6 11.1 11.1

腎不全 25.2 24.9 24.0 37.8 35.4 31.5 26.8 26.1 22.6 36.4 38.5 31.8 16.6 13.0 13.0

老衰 147.1 156.7 167.1 219.6 225.5 243.6 176.8 179.8 184.4 254.7 216.7 232.9 94.0 140.6 133.5

不慮の事故 35.6 36.7 36.9 48.5 50.6 49.9 37.5 37.8 38.9 53.7 47.2 56.5 20.3 27.8 20.4

自殺 17.4 17.4 15.8 19.6 21.8 15.9 16.1 26.1 11.8 19.1 22.7 12.3 12.9 29.6 11.1

その他の死因 334.4 339.4 343.1 387.2 395.9 409.6 307.2 337.1 357.1 362.1 403.8 411.1 248.7 266.5 300.4

全国 県 管内 紀の川市 岩出市

全国 県 管内 紀の川市 岩出市
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（１１－１）令和４年・５年・６年　悪性新生物の部位別死亡数（総覧）

R4 R5 R6 R4 R5 R6 R4 R5 R6 R4 R5 R6 R4 R5 R6

総数 385,797 382,504 382,504 3,341 3,286 3,317 341 366 341 202 209 220 139 157 121

食道 10,918 10,750 10,638 98 96 88 5 9 7 4 4 5 1 5 2

胃 40,711 38,771 37,867 347 325 342 38 39 36 20 28 26 18 11 10

結腸 37,236 37,394 38,297 298 325 315 37 31 41 23 20 29 14 11 12

直腸等 15,852 15,737 16,119 127 146 127 15 10 15 11 6 10 4 4 5

肝等 23,620 22,908 22,465 242 211 226 22 24 32 12 12 20 10 12 12

胆のう等 17,756 17,239 17,232 136 129 139 9 12 18 5 7 11 4 5 7

膵 39,468 40,175 41,235 360 375 358 33 48 33 21 26 17 12 22 16

気管・肺 76,663 75,762 75,569 740 667 729 85 74 74 52 38 44 33 36 30

乳房 15,912 15,629 16,005 107 97 93 8 11 13 3 7 9 5 4 4

子宮 7,157 7,137 7,116 56 46 46 7 5 5 3 3 3 4 2 2

白血病 9,759 9,869 9,972 71 86 92 7 12 6 5 5 5 2 7 1

その他 90,745 91,133 89,989 759 783 762 75 91 61 43 53 41 32 38 20

（１１－２）令和４年・５年・６年　悪性新生物の部位別死亡率（人口１０万対）

R4 R5 R6 R4 R5 R6 R4 R5 R6 R4 R5 R6 R4 R5 R6

総数 316.1 315.6 309.0 372.9 371.7 377.1 304.5 329.0 308.3 350.0 365.3 388.1 256.1 290.5 224.4

食道 8.9 8.9 8.6 10.9 10.9 10.0 4.5 8.1 6.3 6.9 7.0 8.8 1.8 9.3 3.7

胃 33.4 32.0 30.6 38.7 36.8 38.9 33.9 35.1 32.5 34.7 48.9 45.9 33.2 20.4 18.5

結腸 30.5 30.9 30.9 33.3 36.8 35.8 33.0 27.9 37.1 39.9 35.0 51.2 25.8 20.4 22.3

直腸等 13.0 13.0 13.0 14.2 16.5 14.4 13.4 9.0 13.6 19.1 10.5 17.6 7.4 7.4 9.3

肝等 19.4 18.9 18.1 27.0 23.9 25.7 19.6 21.6 28.9 20.8 21.0 35.3 18.4 22.2 22.3

胆のう等 14.6 14.2 13.9 15.2 14.6 15.8 8.0 10.8 16.3 8.7 12.2 19.4 7.4 9.3 13.0

膵 32.3 33.1 33.3 40.2 42.4 40.7 29.5 43.1 29.8 36.4 45.4 30.0 22.1 40.7 29.7

気管・肺 62.8 62.5 61.0 82.6 75.5 82.9 75.9 66.5 66.9 90.1 66.4 77.6 60.8 66.6 55.6

乳房 25.4 25.1 12.9 22.6 20.8 10.6 13.6 18.9 11.8 9.9 23.2 15.9 17.7 14.2 7.4

子宮 11.4 11.5 5.7 11.8 9.9 5.2 11.9 8.6 4.5 9.9 9.9 5.3 14.2 7.1 3.7

白血病 8.0 8.1 8.1 7.9 9.7 10.5 6.3 10.8 5.4 8.7 8.7 8.8 3.7 13.0 1.9

その他 74.4 75.2 72.7 84.7 88.6 86.6 67.0 81.8 55.2 74.5 92.6 72.3 59.0 70.3 37.1

全国 県 管内 紀の川市 岩出市

全国 県 管内 紀の川市 岩出市
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２ 医療等の状況 

（１）管内医療機関の状況 

管内の医療機関数は、病院８か所、医科診療所１０５か所、歯科診療所４５か所及

び助産所５か所となっている。 

ア 病院・診療所数 

                                         （令和８年４月１日現在） 

市名称 

 

病 

院 

 

 

 

医 科 診 療 所  

歯 

科 

診 

療 

所 

 

助 

産 

所 

 

 

内 

科 

 

 

 

小

児

科 

 

 

外

科 

 

 

 

産

婦

人

科 

 

眼

科 

 

 

 

耳

鼻

咽

喉

科 

皮

膚

科 

 

 

泌

尿

器

科 

 

精

神

科 

 

 

 

計 

 

 

紀の川市 4 38 3 7 1 3 3 2 1 0 58 25 2 

岩出市 4 21 3 8 1 3 4 2 3 2 47 20 3 

計 8 59 6 15 2 6 7 4 4 2 105 45 5 

イ 病院等の病床数 

                                               （令和８年４月１日現在） 

病院名 一般 療養 精神 感染 計 開設者 

公立那賀病院 300   － － 4 304 一部事務組合 

稲穂会病院 －  24 － － 24 医療法人 

名手病院  58  46 － － 104 医療法人 

貴志川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院  60 108 － － 168 社会医療法人 

つくし医療･福祉ｾﾝﾀｰ 136   － － － 136 社会福祉法人 

紀の川病院 －   － 199 － 199 医療法人 

富田病院  49 54 － － 103 医療法人 

殿田胃腸肛門病院  53   － － － 53 医療法人 

有床診療所（3 施設） 57 － － － 57 医療法人 

 計 713 232 199 4 1,148  
 

＊ つくし医療・福祉ｾﾝﾀｰ１３６床は重度心身障害児用病床であるため、医療計画上の既存病床数にはカ

ウントしない。（医療法施行規則第３０条の３３第１項）） 
（参考）那賀保健医療圏の基準病床数(一般病床及び療養病床）は８２５床（令和６年３月策定「和歌山

県保健医療計画」） 

 

（２）救急医療 

和歌山県では消防機関と医療機関の連携体制を強化するとともに、搬送先医療機関

の選定困難事案の発生をなくし、傷病者の状況に応じた適切な搬送及び受入体制の構

築を目指し、和歌山県救急救命協議会による協議を経て、「傷病者の搬送及び受入れ

の実施に関する基準」を策定し、適切かつ早急な救急医療につなげることとしている。 

また、（財）和歌山県救急医療情報センターが救急医療情報システムを運用してお

り、科目ごとの診療可否、手術可否、男女別空床数などの情報を県内の医療施設から

集め、住民からの電話照会や消防本部における救急搬送に際し、迅速に情報提供を行

っている。 
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ア 初期救急医療体制（入院治療を必要としない軽症患者に対する救急医療） 

救急医療体制については、那賀休日急患診療所経営事務組合が昭和４９年９月、那

賀郡６町で設置された。昭和５７年３月に紀の川市東大井３５０に診療所を移転、さ

らに令和３年９月に現在の所在地（東大井３６６－１）に移転して那賀医師会休日急

患診療所として初期救急に対応している。 

 

イ 二次救急医療体制（入院治療を必要とする重症患者に対する救急医療） 

二次救急医療体制の充実を図るため、平成１１年から５病院、平成３０年４月から

は６病院による病院群輪番制が行われており、管内５病院を救急病院として告示して

いる。 

 

【病院群輪番制参加医療機関】                       （令和８年４月１日現在） 

市名称 病院名 救急告示 

紀の川市 

（４） 

公立那賀病院 有 

名手病院 有 

稲穂会病院 有 

貴志川リハビリテーション病院 有 

岩出市 

（２） 

富田病院 有 

殿田胃腸肛門病院 無 

 

 

（３）災害医療 

ア 災害拠点病院・災害支援病院 

災害拠点病院 

災害時の医療救護活動の中核施設として、重篤患者に対する救急医療の提供や医療

救護チームの派遣及び応急用医療資器材の貸し出し等を行う医療機関 

                           （令和８年４月１日現在） 

所在地 病院名 

紀の川市打田１２８２ 公立那賀病院 

  

災害支援病院 

  災害拠点病院の機能を補完する医療機関 

                           （令和８年４月１日現在） 

所在地 病院名 

紀の川市貴志川町丸栖１４２３－３ 貴志川リハビリテーション病院 

紀の川市名手市場２９４－１ 名手病院 
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イ 災害訓練・透析医療ネットワーク検討会議の実施 

那賀地域災害医療対応訓練 

  開催年月日：令和８年１月２４日(土) 

  参加機関：管内病院、有床診療所、医師会、歯科医師会、薬剤師会、管内市 

岩出保健所 

  

那賀地域透析医療ネットワーク検討会議 

  開催年月日：令和７年７月２２日(火) 

  参加機関：管内透析医療機関、岩出保健所 

 

 

（４）へき地医療 

管内のへき地診療所                 （令和８年４月１日現在） 

所在地 診療所名 診療科目・診療日時 

紀の川市中鞆渕 

１６３４番地１ 

紀の川市国民健康保険直営

鞆渕診療所 

内科 

 月・火・金  9:00～12:00 

              14:00～17:00 

        水  9:00～12:00 
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３ 感染症予防 
平成１１年４月１日から「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

（感染症法）」が施行され、従来の伝染病予防法、性病予防法及びエイズ予防法が廃止さ

れた。 

感染症の発生予防及びその蔓延を防止するための施策は、保健医療を取り巻く環境の変

化、国際交流の進展等に即応し、新たな感染症に迅速かつ的確に対応することができ、感

染症の患者等がおかれている状況を深く認識し、これらの者の人権に配慮しつつ、総合的

かつ計画的に推進されることを基本理念としている。 

感染症は今般の新型コロナウイルスのように広域的、危機的な発生に対応する場合や、

ノロウイルス感染症の様に感染が限局されるケース等多岐にわたるため、当保健所におい

ても各感染症の普及啓発、発生時の体制整備等を行っている。 

 

（１）感染症発生状況  

ア 法定届出分（医師からの全数報告） 

（人） 

感染症の類型 疾病名 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

３類感染症 腸管出血性大腸菌感染症 ４ ２ ３ 

４類感染症 日本紅斑熱 １０ ７ ４ 

レジオネラ症 ５ １ ２ 

E 型肝炎 ０ １ ０ 

重症熱性血小板減少症候群 ０ １ ０ 

５類感染症 風疹 ０ ０ ０ 

梅毒 １０ １３ ８ 

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 １ ０ １ 

カルバペネム耐性腸内細菌目 
細菌感染症 １ ０ １ 

バンコマイシン耐性腸球菌 
感染症 ０ ０ ２ 

百日咳 ０ ７ ３２ 

侵襲性肺炎球菌感染症 ０ ３ ０ 

ウイルス性肝炎 
（E 型、A 型除く） ０ １ ０ 

新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ
等感染症 新型コロナウイルス感染症 ２９２※ 

  

※R5.4.1～R5.5.7 の陽性者登録件数を計上（R5.5.8 に新型コロナウイルス感染症が 

「新型インフルエンザ等感染症」から「５類感染症」に移行された。） 

 

イ 法定届出分（獣医師からの全数報告） 

令和７年度に届出はなかった。 

なお、令和２年１２月に鳥インフルエンザ(Ｈ５Ｎ８)が発生した。 
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ウ ノロウイルス等による集団感染事例 

令和７年度は集団発生の報告が４施設あり、現地調査を実施するとともに感染拡大防

止に努めた。 

 

（２）保菌者検索実施状況 

感染症予防のため依頼を受けて、赤痢・サルモネラ・Ｏ１５７等の細菌培養検査を実

施した。 

 

区分 

年次 

有   料 

無  料※ 

（接触者） 
合   計 食品、給食及び 

水道関係従事者 
 そ の 他 

令和 5 年度 ７ ０ ８ １５ 

令和 6 年度 １２ ０ ５ １７ 

令和 7 年度 １２ ０ １ １３ 

    ※ 無料は感染症発生時の法に基づく接触者健診の件数を計上 

 

（３）感染症関係研修・講義・訓練 

令和７年度は、社会福祉施設職員等対象に感染症予防に関する研修会を５回７４名に

実施した。 
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４ 肝炎治療医療費助成 

平成 20 年度から核酸アナログ製剤治療(B 型肝炎)、インターフェロン治療(B 型及び

C 型肝炎)に対する標記助成が開始され、平成 26 年度からはインターフェロンフリー治

療(C 型肝炎)も対象医療に追加され、医療費の一部助成を行っている。 
 

  【申請受理数】                          （人） 

年度 R3 R4 R5 R6 R7 

人数 132 104 102 104 94 

 

 

５ エイズ対策 

後天性免疫不全症候群（エイズ）は、感染症法で５類感染症に位置づけられており、

診断した医師は７日以内に保健所に届けるよう規定されている。エイズ相談・ＨＩＶ抗

体検査を実施するとともにエイズ予防の普及啓発に努めている。 

 

（１）エイズ相談及び血液検査 

エイズに関する相談については随時、また検査については毎月第１・３の火曜日に実

施している通常検査と合わせ、平成 18 年度から即日検査を実施している。近年ＵＮＡ

ＩＤＳ(国連合同エイズ計画)においては、検査を「感染予防の働きかけを行い、その後

のリスクを減らす機会」ととらえていることから、当保健所でも検査前後の相談指導を

充実して行っている。 

 

    エイズ相談及びＨＩＶ抗体検査                                  （件）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）エイズ予防に関する啓発実施状況 

わが国におけるＨＩＶ感染者・エイズ患者の新規報告数はほぼ横ばいであり、診断時

には既にエイズを発症している事例が多い。これは、ＨＩＶやエイズに対する関心の低

さから、早期発見のための検査の機会を逸していることによるものと考えられる。そこ

で、様々な機会をとらえて啓発活動を実施している。 

ア 思春期対象事業 

令和７年度は中高生を対象に 528 名にエイズ及び性感染症の感染予防等についての

健康教育を行った。令和 4 年度は高校生 274 名、令和 5 年度は中高生 733 名、令和６

年度は 520 名に実施した。 

イ 街頭啓発 

世界エイズデーに合わせて、管内商業施設にて街頭啓発を実施しているが、令和２

年度～４年度は新型コロナウイルス感染症予防を考慮し、実施しなかった。令和５年

度から開催し、令和６年度は岩出駅、粉河駅、近畿大学で街頭啓発を実施した。令和

７年度は岩出駅、近畿大学で街頭啓発を実施した。 

区 分 

 

年 次 

 

相談件数 

ＨＩＶ抗体検査 

通常検査 即日検査 合計 (陽性数) 

R５年度 １２ ２７ ２８ ５５ ０ 

R６年度 ４ １９ ２８ ４７ ０ 

R７年度 ６ ３４ ３１ ６５ ０ 
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６ 感染症発生動向調査事業 
感染症法に規定された疾患の患者の発生動向を調査集計し、和歌山県感染症情報センタ

ーのホームページ等により住民等に対し情報提供をしている。保健所では小児科等医療機

関、市（保育担当課、保健衛生担当課、教育委員会）及び幼稚園等に、発生状況の「警

報」や注意すべき感染症についての情報を提供している。 

2025 年 4 月 7 日（第 15 週）から新たに急性呼吸器感染症サーベイランスが開始された。

本サーベイランスは、流行しやすい急性呼吸器感染症の発生動向の把握、新興・再興感染

症が発生し増加し始めた場合に迅速に探知することを目的としている。 

 

（１）定点からの報告疾病及び定点数 

 週  報 月  報 

急性呼吸器感染症定点 小児科定点 基幹定点 ＳＴＤ定点 基幹定点 

対象疾患 ３疾患 １０疾患 ５疾患 ４疾患 ３疾患 

主 

た 

る 

疾 

患 

名 

○インフルエンザ

  
○新型コロナウイ

ルス感染症 

○急性呼吸器感染

 症 

○ＲＳウイルス  

感染症 

○咽頭結膜熱 

○Ａ群溶血性レンサ
 球菌咽頭炎 

○感染性胃腸炎 

○水痘 

○手足口病 

○伝染性紅斑 

○突発性発疹 

○ヘルパンギーナ 

○流行性耳下腺炎 

 

○細菌性髄膜炎 

○無菌性髄膜炎 

○マイコプラズマ

肺炎 

○クラミジア肺炎 

○感染性胃腸炎

（病原体がロタウ
イルスであるもの
に限る） 

○性器クラミジア 

○性器ヘルペス  
 ウイルス感染症 

○尖形コンジローマ 

○淋菌感染症 

○ﾒﾁｼﾘﾝ耐性黄色  

  ﾌﾞﾄﾞｳ球菌感染症 

○ﾍﾟﾆｼﾘﾝ耐性肺炎
  球菌感染症 

○薬剤耐性緑膿菌 
 感染症 

定点数 ５ ３ １ １ １ 

                    ※定点数とは報告を依頼している医療機関数 
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７ 結核予防対策 
日本における結核の現状は、患者数および罹患率ともに年々減少しており、2024 年(令

和 6 年)の新登録患者数は 10,051 人、罹患率は 8.1(人口 10 万対)であり、結核低まん延

国の水準である罹患率 10.0 以下に達している。しかしながら、現在でも年間約 1,500

人が死亡する主要な感染症であり、引き続き着実な対策が求められる。 

また、近年では、高齢者の結核患者の割合が半数以上を占めており、若年層において

は、外国出生の結核患者の割合が増加している現状である。 

令和 7 年中の当所管内の新登録患者数(活動性結核)は 2 人、罹患率は 1.8(全国 8.1、

(令和 6 年数値))、有病率は 0(全国 5.4(令和 6 年数値))となっている。 

当所の結核健診については、感染症法に基づく結核の接触者健康診断の手引きに基づ

き対応を行っており、 IGRA 検査(インターフェロンγ遊離試験)、ツベルクリン反応検

査、胸部 X 線検査などを実施している。その中で感染を強く疑う方については、結核指

定医療機関を紹介し治療等を行っている。 

 

（１）結核健康診断等実施状況 

当所で実施した結核健康診断の状況(過去 5 年間)は、下表のとおりである。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

管内各市で実施した一般住民健診の受診状況(過去 5 年間)は、下表のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推計人口 対象者 人口比 受　診　者 受　診　率 発見患者 患者発見率
発病のおそれ

があると診断

された者

発病のおそれ

があると診断

された者の発

見率

(Ａ)　　　人 (Ｂ)　　　人 (Ｂ)/(Ａ) ％ (Ｃ)　　　人 (Ｃ)/(Ｂ) ％ (Ｄ)　　　人 (Ｄ)/(Ｃ) ％ (Ｅ)　　　人 (Ｅ)/(Ｃ) ％

紀の川市 58,269 19,930 34.2 3,806 19.1 0 0.00 0 0.00

岩出市 54,113 12,382 22.9 2,935 23.7 0 0.00 0 0.00

紀の川市 57,716 19,930 34.5 4,125 20.7 0 0.00 0 0.00

岩出市 54,278 12,382 22.8 2,966 24.0 0 0.00 0 0.00

紀の川市 57,209 20,098 35.1 4,076 20.3 0 0.00 0 0.00

岩出市 54,041 13,149 24.3 3,054 23.2 0 0.00 0 0.00

紀の川市 56,682 20,117 35.5 4,321 21.5 0 0.00 0 0.00

岩出市 53,920 13,437 24.9 3,072 22.9 0 0.00 0 0.00

紀の川市 56,282 20,086 35.7 4,238 21.1 0 0.00 0 0.00

岩出市 53,755 13,605 25.3 3,294 24.2 0 0.00 0 0.00

　　Ｒ3　　

　　Ｒ7　　

 ※推計人口（Ａ)は、令和7年4月1日現在の数値(県庁調査統計課資料より抜粋)

　　Ｒ6　　

一般住民健診受診状況

年　度 市　名

健　　診　　結　　果

　　Ｒ4　　

　　Ｒ5　　

（人）

区 分
年 度

対 象 者
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

124 13 15 42 12 0 0 0 0 0
4 2 4 9 27 0 0 0 0 0

9 2 11 13 13 0 0 0 0 0
合　　計 137 17 30 64 52 0 0 0 0 0

施設
接触者

クリニック

受診者数

Ｒ7

患者発見数

Ｒ4 Ｒ5

一般住民

登録患者の精密検査

Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ7 Ｒ3Ｒ6 Ｒ6

事業所
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（２）結核患者接触者健康診断実施状況 

結核患者と接触された方に対する健康診断の実施状況(過去 5 年間)は、下表のとおり

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３）精密検査(管理検診)実施状況 

登録患者のうち、治療終了者、医療を中断した者、病状不明者等について精密検査を

行っており、過去 5 年間の実施状況は下表のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接触者健康診断実施状況

0.0% 0 0.0% 2 1.4%

年

受　　　診　　　者　　　数 受　　　診　　　結　　　果

対象者数
保健所
実施分

委託医療機
関実施分

そ の 他 計 受 診 率
発見患者

数
患者発見

率

発病するお
それがある

と診断され

た 者 の 数

発病するお
それがある

と診断され

た 者 の 率

潜 在 性 結
核 感 染 症
者 発 見 数

潜 在 性 結
核 感 染 症
者 発 見 率

(Ｄ)/（Ｂ）　％ (Ｅ)　人 (Ｅ)/(Ｂ)　％(Ａ)　人 人 人 人 (Ｂ)　人 (Ｂ)/(Ａ) 　％ (Ｃ)　人 (Ｃ)/(Ｂ)　％ （Ｄ） 人

Ｒ６ 144 42 2 100 144 100.0%

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ７

14

0

127 124 3 0 127 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.8%

13 1 0 14 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

137 15 9 113 137 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 1.5%

14 12 2 0 14 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 7.1%

精密検査(管理検診)実施状況

保健所
実施分

その他 計 受診率 要医療者数 要医療者率 要観察者数 登録除外者数

(Ａ)　人 人 人 (Ｂ)　人 (Ｂ)/(Ａ)　％ (Ｃ)　人 (Ｃ)/(Ｂ)　％ 人 人

Ｒ２ 44 6 38 44 100.0% 0 0% 27 17

Ｒ３ 28 4 24 28 100.0% 0 0% 24 4

Ｒ４ 27 2 25 27 100.0% 0 0% 17 10

Ｒ５ 11 4 7 11 100.0% 0 0% 4 7

Ｒ６ 18 9 9 18 100.0% 0 0% 11 7

Ｒ７ 23 4 19 23 100.0% 0 0% 14 9

年
対象者数

受   診   者   数 受　診　結　果
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（４）結核登録患者の実態 

結核登録者情報システムを活用し、患者発生届（感染症法第 12 条）、結核患者入退院

届（感染症法第 53 条の 11）、結核医療費公費負担申請（感染症法第 37 条、37 条の 2）、

精密検査（管理検診）、DOTS(直接服薬確認療法)等で得た患者情報を基に処理している。 

 

ア 新登録患者数 

新登録患者数(過去 5 年間)については、下表のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*罹患率＝１年間に結核を発病した患者数を人口 10 万人当たりで表したもの 

 

イ 登録患者総数 

年末時点における結核登録患者(過去 5 年間)の状況については、下表のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*有病率＝年末時点における活動性結核患者数を人口 10 万人当たりで表したもの 

活動性登録患者数と有病率

総 数
初回
治療

再
治療

治療中 観察中

Ｒ３ 2.7 22 3 3 0 0 0 3 0 0 18 1 1 7

Ｒ４ 3.6 17 4 3 1 1 0 2 0 1 13 0 0 1

Ｒ５ 6.3 14 7 3 2 2 0 1 0 4 7 0 1 5

Ｒ６ 6.4 19 7 6 1 1 0 5 0 1 10 2 9 4

Ｒ７ 0 15 0 0 0 0 0 0 0 0 13 2 2 8

令和7年12月31日現在　（人）

年

有病率

（人口
10万
対）

登録者
総　数

活　動　性　結　核

不活動

性結核

活動性

不明

潜在性結核
感　染　症
（別掲）

総 数

肺 結 核 活 動 性

肺  外
結  核
活動性総 数

登録時喀痰塗抹陽性 登録時
その他
の結核
菌陽性

登録時
菌陰性

・
その他

新登録患者数と罹患率

総 数 初回治療 再 治 療

Ｒ３ 5.3 6 5 1 1 0 4 0 1 4

Ｒ４ 6.3 7 6 1 1 0 5 0 1 0

Ｒ５ 7.2 8 4 3 3 0 1 0 4 5

Ｒ６ 9.9 11 10 2 2 0 8 0 1 11

Ｒ７ 1.8 2 2 1 1 0 1 0 0 5

0 ～ 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 ～ 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10～14 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15～19 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20～29 1 1 1 1 0 0 0 0 0

30～39 0 0 0 0 0 0 0 0 2

40～49 0 0 0 0 0 0 0 0 0

50～59 0 0 0 0 0 0 0 0 1

60～69 0 0 0 0 0 0 0 0 1

 70～ 1 1 0 0 0 1 0 0 1

（人）

年
罹患率

（人口10万対）

活　動　性　結　核

潜在性
結　核
感染症
(別掲)

総 数

肺 結 核 活 動 性

年
齢
内
訳

肺　外
結　核
活動性総 数

喀痰塗抹陽性 その他
の結核
菌陽性

菌陰性
・

その他
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８ 健康相談事業  

毎月第１、３火曜日 受付時間は、午前９時３０分から１１時まで 

予約制で、健康相談等を実施した。 

                                    （件） 

 

    種 別 
 
  年 度 

ク リ ニ ッ ク 

健 康 相 談 そ の 他 

令和５年度 １３ ３０ 

令和６年度 １９ ２８ 

令和７年度 １５ ３４ 
      
    

（種別注釈） 

健康相談： 健康診断書の発行等、直接窓口に来所した実人員。 

その他 ： ＨＩＶ等を含む性感染症検査（Ｂ型肝炎及びＣ型肝炎検査のみも含む） 

来所数（匿名検査の場合もあるため、延人員）。 
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９ 精神保健福祉 

（１）措置入院者状況（令和７年度） 

措置入院とは、２名の精神保健指定医の診察の結果、自傷他害のおそれがあると判断さ

れた精神障害者に対し知事の権限で行う入院をいう。 

緊急措置入院とは、急速を要し、通常の措置入院の手続によることができない場合に、

１名の精神保健指定医の診察により７２時間を限度に行う入院措置をいう。 

       
   区  分 
 
 
  市 名 

令和７年度通報・申請件数 

 
２２条 
(一般人) 

 
２３条 
(警察官) 

 
２４条 
(検察官) 

 
合計 

 
措置入院 緊急 

措置入院 

紀の川市 ０ １ ０ １ ０ ０ 

岩 出 市 ０ ５ ０ ５ １  １  

その他市町村 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

計 ０ ６ ０ ６ １ １ 

  ＊緊急措置入院の（１）件は、再診察の結果、措置入院となったもの。 

 

年度別措置入院者状況 

令和３年度 ０ １２ ６ １８ １ ０ 

令和４年度 ０ １０ ０ １０ ３ ０ 

令和５年度 ０ １３ １ １４ ３ １ 

令和６年度 ０ ７ ０ ７ ０ ０ 

令和７年度 ０ ６ ０ ６ １ １ 

 

（２）来所相談・訪問・電話相談件数 

不眠、うつなど、こころの病気に関する不安や悩みのほか、家庭内暴力やひきこもり、

アルコール・薬物・ギャンブルなどの依存症に関する相談について、精神保健福祉相談員

・保健師が相談を受け、必要に応じてご家庭等を訪問し、回復のための助言・指導を行っ

ている。また、月に数回精神科医師によるこころの健康相談も行っている。 

                                                                   （延人数） 

  来所相談(人) 訪問(人) 電話相談(件) 

令和３年度 86 116 280 

令和４年度 80 80 588 

令和５年度 115 201 678 

令和６年度 79 162 473 

令和７年度 119 181 611 

                                                        

（３）精神障害者家族教室事業 

精神障害者の家族に対し、病気についての正しい知識の普及や障害の特性に応じた対応

の仕方について学習することにより、精神障害者の病気の早期回復と再発を防ぐことを目

的とし、平成６年度から実施している。 

この家族教室は、同じ悩みをかかえる家族同士の交流の場となっている。 
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令和７年度精神障害者家族教室実施状況 

開催年月日・場所 テ  ー  マ 講   師 参加人数 

令和 8 年 1 月 13 日 

 那賀総合庁舎 

 

ピアサポートとリカバリー 一般社団法人 COMHCa 共同代表 

岩谷 潤氏 

ピアサポーター 石田 加代子氏 

医療法人宮本会紀の川病院 

地域生活支援部 部長 

        森口 智史氏 

30 人 

 

 

（４）精神障害者社会参加促進事業 

精神保健福祉ボランティア講座を平成８年度から１０年度にかけて開催し、１１年度か

らはフォローアップ研修を開催。平成２１年度にボランティア養成講座を開催し、２２年

度からはフォローアップ研修を実施した。 

平成２４年度から精神障害者社会参加促進事業に改正され、精神障害者が自立した日常

生活または社会生活ができるよう、地域の精神障害者福祉の増進を図ることを目的とし、

障害福祉サービス事業所職員及び精神保健福祉ボランティアを対象に研修会を実施してい

る。令和７年度は事業実績なし。 

 

（５）自殺未遂者支援事業 

県内の救急医療機関を受診した自殺未遂者やその家族等に対し、相談支援を行うことに

より、自殺の再企図を防止することを目的とし、令和元年度から実施している。    

                                     （件） 

 
和歌山県立医科大学 

附属病院 

日本赤十字社和歌山 

医療センター 
公立那賀病院 計 

令和３年度 ５ ６ １ １２ 

令和４年度 １ ４ ４ ９ 

令和５年度 ５ １ ２ ８ 

令和６年度 ７ ０ ０ ７ 

令和７年度 ７ ０ ２ ９ 

 

（６）未成年者薬物・アルコール予防教室 

平成１３年度から、未成年に対するアルコール予防事業を開始してきた。 

平成１５度から未成年者の飲酒予防を目的に、小学６年生を対象に学校への出張アルコ

ール予防教室を開催している。参観日などを利用しての教室の開催時は、保護者にも同内

容で実施している。 

平成２３年度には次年度以降の取組みについて、那賀医師会学校医部会と共催に向けて

協議を実施し、平成２４年度から従来のアルコール予防教室に薬物乱用防止を付加し、未

成年者薬物・アルコール予防教室として実施している。平成２５年度から小・中学生を対

象に実施している。 
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年度 参加人数（人） 内容 

令和３年度 372 ｱﾙｺｰﾙﾊﾟｯﾁﾃｽﾄ・講義 

令和４年度 1230 ｱﾙｺｰﾙﾊﾟｯﾁﾃｽﾄ・講義 

令和５年度 995 ｱﾙｺｰﾙﾊﾟｯﾁﾃｽﾄ・講義 

令和６年度 1408 ｱﾙｺｰﾙﾊﾟｯﾁﾃｽﾄ・講義 

令和７年度 890 ｱﾙｺｰﾙﾊﾟｯﾁﾃｽﾄ・講義 

 

（７）心のサポーター養成事業 

令和４年度から、身近な人のこころの不調に気づき傾聴を中心とした支援を行う「心の

サポーター」の養成を推進しており、心のサポーター養成研修を実施している。心のサポ

ーター養成研修は小学生以上を対象としており、受講者に修了証を発行している。令和７

年度は、介護従事者や住民などを対象に実施した。 

 

 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 

養成研修開催数 １ － ４ ３ 

認定者数（人） 23 － 344 130 

 

（８）自立支援医療（精神通院医療）認定者数（各年度末現在） 

外来治療の継続を図るため、従来の精神保健福祉法に規定された通院医療費公費負担制

度の対象者と同様の疾病を有する方が申請により要件が認められた場合、自己負担を原則

１割にする制度である。 

                                   （人） 

  ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 

紀の川市 783 765 802 844 855 882 

岩出市 682 685 736 774 812 864 

計 1465 1450 1538 1618 1667 1746 

 

（９）精神障害者保健福祉手帳所持者数（各年度末現在） 

精神障害者が一定の精神障害の状態にあることを証明する手段となり、手帳の交付を受

けた方に対して各種の支援を推進し、精神障害者の社会復帰及び自立並びに社会参加の促

進を図ることを目的としている。 

                                   （人） 

  ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 

紀の川市 477 524 589 643 679 669 

岩出市 459 492 555 602 635 710 

計 936 1016 1144 1245 1314 1409 
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１０ 難病対策 

難病対策は、昭和４７年厚生省において制定された難病対策要綱に基づき、①「調査

研究の推進」②「医療施設等の整備」、③「医療費の自己負担の軽減」、④「地域にお

ける保健医療福祉の充実・連携」、⑤「ＱＯＬの向上を目指した福祉施策の推進」を５

つの柱としてその充実が図られ、特定疾患治療研究事業として進められてきた。このよ

うな対策の結果等を踏まえ、今後も治療研究を進め、疾患の克服を目指すとともに難病

患者の社会参加を支援し、難病にかかっても地域で尊厳を持って生きられる共生社会の

実現を目指すことを基本理念として、平成２７年１月１日に「難病の患者に対する医療

等に関する法律」が施行された。 

                                             

（１）指定難病医療費助成制度（対象疾病３４８疾病） 

原因が不明で治療方法が確立されていない、いわゆる難病のうち、診断基準が確立し

ており、かつ難治度、重症度が高く経過が慢性にわたり、公費負担の方法をとらないと

本人及び家族に精神的にも経済的にも負担が重く、さらに原因の究明、治療方法の開発

等に困難をきたすおそれのあるもので稀少な疾病を対象として実施されている。特定疾

患治療研究事業では、対象疾患を平成２６年度時点で５６疾患と定めていたが、「難病

の患者に対する医療等に関する法律」の施行後拡大され、現在３４８疾病である。 

 

（２）特定疾患治療研究事業（対象疾患国指定４疾患、県指定２疾患） 

「難病の患者に対する医療等に関する法律（難病法）」に基づく医療費助成制度の施

行に伴い、特定疾患治療研究事業で対象とされてきた特定疾患のうち、難病法の支給対

象とならなかった疾患について、引き続き当該患者の医療費の負担軽減を図るため公費

負担するものとする。対象疾患は国指定の４疾患に加え、県独自で行っている２疾患で

ある。  

 

（３）難病患者相談支援事業   

ア 難病患者医療相談事業（令和７年度実績は別表）  

難病患者及びその家族に対し、医療及び日常生活に係る相談、指導、助言を行い

疾病等に対する不安の解消を図ることを目的とし、専門の医師、保健師、ケースワ

ーカー等により構成された相談チームを編成し、相談を実施している。  

  

イ 難病患者訪問相談事業                                                     

要支援難病患者やその家族が抱える日常生活上及び療養上の悩みについて、個別

の相談、指導、助言等を行い、疾患等に対する不安の解消を図ることを目的とし、

保健師による家庭訪問等を行っている。 
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 令和７年度難病患者医療相談事業実施状況   

実施年月日 
及び場所 

対象疾患 内 容 及 び 講 師 
参加 
人数 

令和 7 年 10 月 28 日 

 

那賀振興局 

3 階大会議室 

神経難病 

 

講演及び交流会 

「嚥下の仕組みと病態理解」  

講師 

さかい耳鼻咽喉科クリニック 

院長 酒井 章博 氏 

 

「嚥下リハビリテーションと生活支援」 

講師 

紀州リハビリケア訪問看護ステーション 

摂食嚥下専門作業療法士 寺本 千秋 氏 

33 人 

令和７年 11 月 20 日 

 

那賀振興局 

3 階大会議室  

神経難病 講演及び交流会 

「神経難病と共に生きる方への意思決定支援

～自分らしさ・その人らしさの暮らしの希望

に寄り添うために～」 

講師 

和歌山県立医科大学附属病院 

難病看護師 森本 衣里 氏 

 23 人 

令和 8 年 2 月 26 日 

 

患者宅 

神経難病 個別相談(2 ケース) 

講師 

株式会社アシテック・オコ 

 作業療法士 小林 大作 氏 

2 人 

計 3 回                   参加者合計  58 人 

 

令和７年度那賀圏域難病対策地域協議会開催状況 

実施年月日 
及び場所 

内 容  

令和 8 年 1 月 31 日 

 

那賀振興局 

3 階大会議室 

協議会研修会 

 

講演及び事例検討 

「ともに考える意思決定支援～神経難病患者の“選択を支える”～」 

講師 

つばめ在宅クリニック 

 脳神経内科医師 神﨑 和紀 氏 

 社会福祉士 西田 紀子 氏 
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令和 8 年 3 月 5 日 

 

那賀振興局 

3 階大会議室 

協議会 

・岩出保健所管内の指定難病医療受給者の状況について 

・難病関係者研修会について（報告と案） 

・難病患者への支援に係る意見交換について 

・ALS 患者への支援に係る岩出保健所の取り組みについて 

 

(協議会構成) 

那賀医師会、公立那賀病院、つくし医療・福祉センター、 

名手病院、冨田病院、殿田胃腸肛門病院、稲穂会病院、 

貴志川リハビリテーション病院、 

和歌山県介護支援専門員協会那賀支部、 

那賀圏域医療と介護の連携推進協議会訪問看護部会、 

紀の川市委託相談支援事業所、岩出市委託相談支援事業所、 

岩出紀の川障害者就業・生活支援センター、 

紀の川市福祉部障害福祉課、岩出市生活福祉部社会福祉課、 

岩出保健所 
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指定難病受給者証交付状況 年度末交付数

疾病番号 疾 　　病　　 名 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

2 筋萎縮性側索硬化症 11 13 16 8 8

3 脊髄性筋萎縮症 1 1 1

5 進行性核上性麻痺 13 13 13 11 11

6 パーキンソン病 131 127 137 147 149

7 大脳皮質基底核変性症 1 2 1 1 1

11 重症筋無力症 22 22 23 26 24

13 多発性硬化症／視神経脊髄炎　　　　　　　 30 30 33 33 34

14 慢性炎症性脱随性多発神経炎／多巣性運動ニューロパチー 6 6 6 5 5

15 封入体筋炎     　　　　　　　　　 2 2 2 2 2

17 多系統萎縮症 9 6 11 8 8

18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 27 26 25 22 22

19 ライソゾーム病 5 5 5 5 5

21 ミトコンドリア病 4 4 3 3 3

22 もやもや病 12 9 8 8 8

23 プリオン病 2 2

26 HTLV-1関連脊髄症 1 1

28 全身性アミロイドーシス 3 3 4 7 7

34 神経線維腫症 5 6 5 5 5

35 天疱瘡 2 3 2 2 2

38 スティーヴンス・ジョンソン症候群    1 1 2 2 2

40 高安動脈炎 7 7 7 5 5

41 巨細胞性動脈炎 1 1

42 結節性多発動脈炎 1 1 1 1 1

43 顕微鏡的多発血管炎 7 5 9 12 15

44 多発血管炎性肉芽腫症 5 5 5 4 5

45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症　　　　 8 6 6 8 8

46 悪性関節リウマチ 3 2 2 2 2

47 バージャー病 1

49 全身性エリテマトーデス 63 62 64 67 72

50 皮膚筋炎／多発性筋炎 23 29 33 35 36

51 全身性強皮症 29 31 30 32 36

52 混合性結合組織病 18 17 19 20 20

53 シェーグレン症候群　　　　　　　　　 14 16 15 15 16

54 成人発症スチル病　　　　　　　　　　　　 5 5 5 4 4

55 再発性多発軟骨炎 1 1

56 ベーチェット病 8 7 8 11 10

57 特発性拡張型心筋症 25 25 26 25 25

58 肥大型心筋症 8 8 10 9 9

60 再生不良性貧血 8 10 10 11 11

61 自己免疫性溶血性貧血　　　　　　　　 3 2 2 2 2

62 発作性夜間ヘモグロビン尿症          1 1 1 2 2

63 免疫性血小板減少症 22 21 20 18 19

65 原発性免疫不全症候群 1 1 1 2 2

66 IgＡ腎症　　　　　　　　　　　　　 9 11 10 9 12

67 多発性嚢胞腎　　　　　　　　　　　 12 14 14 15 16

68 黄色靱帯骨化症 9 10 11 13 14

69 後縦靭帯骨化症 37 35 27 33 35

70 広範脊柱管狭窄症 3 3 3 3 4

71 特発性大腿骨頭壊死症 18 13 13 13 18

72 下垂体性ADH分泌異常症 9 8 7 7 7

74 下垂体性PRL分泌亢進症 3 2 2 1 1

75 クッシング病 1 1 1 1 1

77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 4 3 3 3 3

78 下垂体前葉機能低下症 25 30 27 29 31

83 アジソン病                　　　    2 2 2 2 2

84 サルコイドーシス 12 15 14 15 15

85 特発性間質性肺炎 19 21 17 24 28

86 肺動脈性肺高血圧症 2 4 5 6 8

88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症            1 2 2 4 4
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疾病番号 疾 　　病　　 名 Ｒ３ R４ R５ R６ R７

89 リンパ脈管筋腫症 1 1 1 1

90 網膜色素変性症 13 9 9 8 8

93 原発性胆汁性胆管炎 23 25 24 20 21

94 原発性硬化性胆管炎 2 2 1 1 1

95 自己免疫性肝炎          　　　     10 9 8 9 9

96 クローン病 48 51 50 50 49

97 潰瘍性大腸炎 121 125 125 131 137

107 若年性特発性関節炎 1 1

109 非典型溶血性尿毒症症候群 1 1 1 1 1

113 筋ジストロフィー 12 12 12 13 13

117 脊髄空洞症 1 1 1 1

120 遺伝性ジストニア 1 1

121 脳内鉄沈着神経変性症 1

127 前頭側頭葉変性症            　　　　 1 1

144 レノックス・ガストー症候群 1 1 1 1 1

159 色素性乾皮症 1 1 1 1 1

162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 2 2 4 9 8

163 特発性後天性全身性無汗症 1 1 1 1

167 マルファン症候群／ロイス・ディーツ症候群 1 1 1

171 ウィルソン病              　　 　  1 1 1 1 1

189 無脾症候群                　　　    1 1 1 1 1

193 プラダー・ウィリ症候群             1 1 1 1 1

209 完全大血管転移症 1 1

213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 1 1

215 ファロー四徴症 1

216 両大血管右室起始症 1 1 1 2 2

220 急速進行性糸球体腎炎 1 1 1 1 1

222 一次性ネフローゼ症候群      　　　  9 13 15 19 20

223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1 2 2

224 紫斑病性腎炎 1 1

227 オスラー病 1 1 1 1

238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 1 1 1

270 慢性再発性多発性骨髄炎 1

271 強直性脊椎炎                        1 1

274 骨形成不全症 2

276 軟骨無形性症 1 2 2 1 1

281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 1 1 1

283 後天性赤芽球癆 3 3 2 2 2

285 ファンコニ貧血                　　　 1 1 1 1 1

288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 2 1

296 胆道閉鎖症 1

300 ＩｇＧ４関連疾患              　　 4 3 4 4 3

302 レーベル遺伝性視神経症 1 1 1 1 1

306 好酸球性副鼻腔炎              　　　 7 17 19 22 24

308 進行性白質脳症

316 カルニチン回路異常症

327 特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるものに限る。） 1 1 1 1 1

331 特発性多中心性キャッスルマン病 1 1 1

982 1006 1024 1080 1126

疾患番号 疾 　　患　　 名 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７
05 スモン 1 1 1 1 1

合 　　　計

特定疾患医療受給者証交付状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

注）平成27年1月1日から「難病の患者に対する医療等に関する法律」（難病法）が施行され、特定疾患は指定難病と改められ、対
象疾患が56疾患から110疾病に、同年7月1日には306疾病に拡大された。令和7年4月1日現在、348疾病に追加されている。

注）スモンは、難病法の対象にはならなかったため、引き続き「特定疾患治療研究事業」に基づき公費負担の制度が継続されてい
る。
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１１ 原子爆弾被爆者援護 

（１）手当 

原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律（平成６年１２月１６日法律第１１７号）

に基づき、被爆者に手帳を交付し、放射能の影響によるものと思われる疾患の療養に対

して健康管理手当等各種手当等を支給している。 

                                     （人） 

年 度 
被爆者健康手帳 
所 持 者 数 

手 当 受 給 者 

医療特別 
手  当 

健康管理 
手  当 

特 別 
手 当 

介 護 
手 当 

Ｒ３年度 １２［１５８］ ０ １０ １ ０ 

Ｒ４年度 １０［１４４］ ０ １０ １ ０ 

Ｒ５年度   ６［１３４］ ０  ６ ０ ０ 

Ｒ６年度   ６［１２４］ ０  ６ ０ ０ 

Ｒ７年度   ６［１１４］ ０  ６ ０ ０ 

       ※数値は年度末現在、［ ］内は県合計 

 

（２）健康管理 

被爆者には原子爆弾の後遺障害ともいうべき病状にあって医療が必要な者が多く、病

気に罹患しやすい状態にあるため、健康診断を実施している。 

健康診断は、年２回実施する一般検査と、被爆者の申請により年２回を限度として受

診できる希望検査がある。被爆者の利便性向上を図るため、平成２１年度から一般検査、

希望検査ともに県が委託している医療機関で行っている。希望検査には一般検査とがん

検査がある。 

 
ア 一般検査 

                                                       （人） 

年 度 

前期 後期 

対象者数 受診者数 要精検者 
精検 

受診者 
対象者数 受診者数 要精検者 

精検 
受診者 

Ｒ３年度 １１ ４ ０ １ １０ ３ １ １ 

Ｒ４年度 １０ ３ １ １ ８ ３ ０ ０ 

Ｒ５年度 ７ ３ ０ ０ ６ ３ ０ ０ 

Ｒ６年度 ６ ３ ０ ０ ６ ３ １ １ 

Ｒ７年度 ６ ２ ０ ０ ６ ３ １ １ 
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イ 希望検査 
                                                         （人） 

検診区分 年度 対象者数 受診者数 要精検者 精検受診者 

      
      
一 般 検 査 

  Ｒ３年度        １１        ４        ０        ０ 

  Ｒ４年度          ８        ３        ０        ０ 

  Ｒ５年度          ０        ０        ０        ０ 

  Ｒ６年度          ０        ０        ０        ０ 

  Ｒ７年度          ０        ０        ０        ０ 

      
      
が ん 検 査 

  Ｒ３年度        １０        ３        １        ０ 

  Ｒ４年度          ８        １        ０        ０ 

  Ｒ５年度          ６        １        １        １ 

  Ｒ６年度          ６        １        １        １ 

  Ｒ７年度          ６        １        ０        ０ 
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１２ 医療と介護の連携  

医療と介護の連携を強化するため、地域の病院、医師、介護保険施設、在宅介護事業者

や従業者、市職員等の医療・福祉関係者で協議会を構成し、体制づくりに向けての取組を

行っている。 

 

＜那賀圏域医療と介護の連携推進協議会の組織＞ 

【市実施】 

・協議会、認知症部会 

【各市が那賀医師会在宅医療サポートセンターに業務委託して実施】 

・病院部会、介護保険施設部会、訪問看護部会、介護支援専門員部会、栄養部会 

 歯科衛生士部会  

 

（１）那賀圏域医療と介護の連携推進協議会事業の開催状況 

 開催回数 内    容 主 構 成 

退院調整ルール

策定事業 

１回 ・アンケート調査における退院調整 

ルール（手引き）のメンテナンス 

介護支援専門員 

相談支援専門員 

医療機関の地域連携室

職員 

 

（２）住民への取組 

看護学生への働きかけ 

 県立高等看護学院 

看護学科２年生 

講義 

-那賀圏域における医療と介護の連携に関する取組- 

 ＊令和７年１１月１９日（水） 

５２人 

 

59



１３ 健康づくり 

少子高齢社会において、地域住民の健康保持、増進を図るためには、健康寿命の延伸、

生活の質の向上、生活習慣病の改善（一次予防）に重点を置き、住民が主体的に健康づ

くりに取り組むことが必要であることから、生活を通した健康づくりを総合的に推進し

ている。 
 
（１）健康長寿のための地域・職域連携推進事業 

地域保健と職域保健の広域的な連携により、地域の健康課題を把握し、生涯を通じた

継続的な健康管理の支援体制を整備し、健康の保持・増進を図ることを目的として、那

賀地域・職域連携推進協議会を設置している。協議会では、健康情報の交換や協議を行

い、目的達成のため、研修会・出前講座・啓発事業等を実施している。 
平成 26 年度から健康長寿日本一わかやまを目指すため、地域の健康づくりの草の根

運動の中核を担う人材育成事業（健康推進員養成講習会）を行っている。 
 

ア 那賀地域・職域連携推進協議会の開催 

開催日・場所 内 容 

 
令和８年 
 １月２２日(木） 

(那賀振興局） 
 
 
 
 
 
 
 
令和８年 
 ２月２５日(水） 

(那賀振興局） 
 
 
 
 
 
 

 
ワーキング会議 
（1）那賀地域・職域連携推進協議会の活動内容 
（2）那賀地域管内の健康課題について 
（3）健康づくりに関する「うわさプロジェクト」の実施について 
 
（ワーキンググループ委員） 

那賀医師会、紀の川市、岩出市、那賀学校保健会、 
那賀地方養護教諭研究会、バンドー化学株式会社、 
伊都・那賀地域産業保健センター  

 
協議会 
令和７年度那賀地域・職域連携推進協議会 
（1）地域・職域連携推進協議会について 
（2）令和７年度取組報告及び健康課題について  
（3）働く世代の健康づくりについて 
（4）令和８年度事業「うわさプロジェクト」を活用した 

健康づくりについて 
（5）那賀地域・職域連携推進協議会設置要綱の改正について 
 
（委員会構成） 

那賀医師会、那賀歯科医師会、那賀薬剤師会、公立那賀病院、 
和歌山県農業協同組合紀の里地域本部、栄養士グループ NAGA、

那賀食生活改善推進協議会、和歌山労働基準監督署、 
橋本労働基準監督署、バンドー化学株式会社、紀の川市商工会、

岩出市商工会、那賀町商工会、 
伊都・那賀地域産業保健センター、 
全国健康保険協会和歌山支部、紀の川市、岩出市、 
紀の川市教育委員会、岩出市教育委員会、岩出保健所  

 
 

60



イ 健康推進員養成講習会 
  ○フォローアップ研修会 

開催日時・場所 内 容 講師 

 
令和８年 

３月１１日(水） 
(那賀振興局） 

 
 

 
・講演 
「眠りが変わると、毎日が変わる」

～今日から役立つ睡眠の話～ 
 
・健康測定会（骨密度、血管年齢、 
 血圧、握力測定、結果説明） 
 

 
 
くまのこころのクリニック 
 西山直子 先生 
 
県職員 
 

 
ウ 地域保健・職域保健連携事業 

開催日時・場所 研 修 内 容 受講人員  
(人) 

 
令和７年４月 
 ～令和８年３月 
 
各事業所、 
食品事業所等 

 
（出張出前講座） 
 ・喫煙予防  ・健康づくり  ・健康測定会  
 
                    計７回 

 

 

196 
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エ 「小中高から始める生活習慣病予防」出張講座 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教室名 日程 人数 講師

令和7年9月1日 粉河中学校 中学3年生 76

令和7年9月8日 調月小学校 小学6年生 7

令和7年11月12日 岩出第二中学校 中学3年生 216

令和7年12月2日 長田小学校 小学6年生 16

令和7年11月27日 麻生津小学校 小学6年生 7

令和7年12月2日 長田小学校 小学6年生 16

令和7年12月8日 安楽川小学校 小学6年生 43

令和7年12月9日 中央小学校 小学6年生 64

令和7年12月11日 岩出小学校 小学6年生 53

令和7年12月17日 上岩出小学校 小学6年生 67

令和8年1月14日 池田小学校 小学6年生 66

令和8年1月15日 山崎北小学校 小学6年生 112

令和8年1月29日 根来小学校 小学6年生 77

令和8年2月9日 山崎小学校 小学6年生 107

令和8年2月13日 田中小学校 小学6年生 74

令和7年11月12日 那賀高校 2年生 279

令和7年12月15日 粉河高校 1年生 240

令和7年12月17日 仙渓学園 1～3年生 9

令和7年11月19日 貴志川高等学校 1～3年生 160
○岩出保健所
　保健課・衛生環境課職員

令和8年12月24日 仙渓学園 1～3年生 9 〇岩出保健所保健課職員

計 1,698人

未成年者薬物・
防煙教室

対象

未成年者薬物・
アルコール予防教室

○岩出保健所
　保健課・衛生環境課職員
○学校医
※那賀医師会と共同実施

思春期講座
生活習慣病予防

○岩出保健所保健課職員
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オ 育児期の親が集まる場を利用したワークショップ 
 

日時 場所 対象者 人数（名） 内容

令和7年4月～
令和8年2月(6回）

岩出保健所 乳幼児保護者 57
療育・発達相談時に食育リーフレット
等配布による啓発

令和7年7月～
令和8年3月(7回)

紀の川市西貴志コミュニティセンター 小学生1～６年 13 こどもの料理教室「きっずくっきんぐ」

令和7年9月9日 東貴志保育所 年長児 13 3色食品群のお話・紙芝居

令和7年9月11日 こばと保育所 年中・長児 90 3色食品群のお話・紙芝居

令和7年12月16日 名手保育所 年中・長児 53 3色食品群のお話・紙芝居

令和8年1月13日 中貴志保育所 年長児 24 3色食品群のお話・紙芝居

令和8年1月14日 西貴志保育所 年中・長児 46 3色食品群のお話・紙芝居

令和8年1月19日 なるき保育所 年長児 28 3色食品群のお話・紙芝居

令和8年1月21日 八王子保育所 年中・長児 20 3色食品群のお話・紙芝居

令和8年1月22日 丸栖保育所 年中・長児 25 3色食品群のお話・紙芝居

令和8年2月10日 西貴志保育所 年長児・保護者 40 親子クッキング

令和8年3月8日 粉河ふるさとセンター
年長児～
小学生低学年・保護者

22 親子クッキング

令和8年3月15日 中貴志コミュニテイーセンター
年長児～
小学生低学年・保護者

14 親子クッキング

計 445

きっずくっきんぐ、3色食品群のお話・
紙芝居、親子クッキングは栄養士グ
ループNAGA（地域・職域連携推進協
議会委員）が実施
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（２）喫煙対策 
喫煙は、肺がんや COPD（慢性閉塞性肺疾患）をはじめ、多くの疾患を引き起こす危

険因子であり、喫煙が健康に及ぼす影響について認識を深める。 
また、受動喫煙防止が規定された健康増進法の施行に伴い、住民の健康増進の観点か

ら公共施設の分煙推進など受動喫煙防止の取組を積極的に推進している。 
特に、こどもへの受動喫煙防止対策として、市の乳幼児健診受診児の保護者に対し、

こどもや家族への受動喫煙の影響についてリーフレットを配布し、普及している。 
 

ア ５月３１日の「世界禁煙デー」に合わせた啓発（保健所・各市で実施） 
イ 小・中・高校生を対象とした指導の実施 
ウ こどもへの受動喫煙防止対策 
エ 各種行事における啓発 

 
 
（３）食生活改善推進協議会の育成・活動支援 

健康づくりの推進には、住民参加型の地域ボランティア活動が積極的に展開されるこ

とが重要であることから、保健所・各市実施の養成教室修了者で組織され、地域に密着

した活動に取り組んでいる食生活改善推進協議会の育成や地域での活動の支援を行っ

ている。 
 

ア 管内食生活改善推進員数（令和 7 年度、人） 

紀の川市 岩出市 計 

45 27 72 

 
イ 協議会活動 

全国、県協議会、保健所単位協議会等で実施する研修会への参加や、各市協議会が

行う住民への食生活改善普及啓発や健診啓発、健康まつり等への協力などを行ってい

る。 
さらに、「私たちの健康は私たちの手で」をスローガンに、生涯における健康づく

り活動を、食を通して地域に推進している。 
・生涯骨太クッキング事業 
・男性のための料理教室 
・おやこ食育教室、地域・職域おやこ教室 
・ヘルスサポーター養成事業 
・禁煙啓発活動 
・他協議会・団体との交流会の実施 

 
    ○ 管内協議会活動状況                                   （令和７年度） 

 回 数（回） 人 員（人）   
 

 
 
 
 

こどもの健康・食生活 83 1,096 

若者・働き世代の健康・食生活 125 631 

高齢者の健康・食生活 424 716 

その他 167 676 

総      数 799 3,119 
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（４）和歌山県のがん検診受診状況（令和６年度）【６９歳以下】

　　　(令和６年度地域保健・健康増進事業報告の受診者・対象者数※による受診率)

ア　胃がん検診 　　

対象者数(人) 受診者数(人) 受診率（％）

　 全 国 33,112,977 2,185,707 6.7

和 歌 山 県 250,428 26,570 10.6 6 都道府県別

紀 の 川 市 16,678 2,776 16.6 11 県内市町村別

岩 出 市 16,678 1,964 12.6 23 県内市町村別

　 イ　肺がん検診

対象者数(人) 受診者数(人) 受診率（％）

　 全 国 49,691,688 2,910,289 5.8

和 歌 山 県 359,053 31,429 8.8 8 都道府県別

紀 の 川 市 23,703 3,188 13.4 9 県内市町村別

岩 出 市 22,516 1,914 8.5 27 県内市町村別

ウ　大腸がん検診

対象者数(人) 受診者数(人)

　 全 国 49,690,287 3,320,858 6.7

和 歌 山 県 359,053 31,794 8.9 9 都道府県別

紀 の 川 市 23,703 3,236 13.7 8 県内市町村別

岩 出 市 22,516 1,848 8.2 29 県内市町村別

エ　子宮頸がん検診       

対象者数(人) 受診者数(人) 受診率（％）

　 全 国 37,438,266 5,980,238 16.0

和 歌 山 県 262,951 51,824 19.7 6 都道府県別

紀 の 川 市 17,124 4,650 27.2 7 県内市町村別

岩 出 市 17,340 4,155 24.0 12 県内市町村別

オ　乳がん検診

対象者数(人) 受診者数(人) 受診率（％）

　 全 国 24,717,018 3,943,050 16.1

和 歌 山 県 184,133 34,132 18.5 18 都道府県別

紀 の 川 市 12,235 3,773 30.8 5 県内市町村別

岩 出 市 11,681 2,278 19.5 19 県内市町村別

出典　令和６年度地域保健・健康増進事業報告

※対象者数＝対象年齢の全住民

順 位 (位)

順 位 (位)

順 位 (位)

順 位 (位)

順 位 (位)
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１４ 栄養 

（１）栄養指導等の実施状況 
健康増進法に基づき、住民の健康の保持増進を図るため必要な栄養指導のうち、特に

専門的な知識及び技術を必要とするものの指導、運動指導等を行っている。 
 

個別及び集団指導実施状況                    (令和７年度） 
    

休 養 
指 導 

 
禁 煙 
指 導 

 
その他 栄 養 

指 導 
 

(再掲) 
病態別 

 
(再掲) 
訪 問 

運 動 
指 導 

 
(再掲) 
病態別 

個別延人員 
（人） 

3 2 0 0 0 0 0 0 

集団延人員 
（人） 

50 0 0 0 0 14 41 0 

 
（２）給食施設指導 

健康増進法に基づき特定かつ多数の者に継続的に食事を供給する施設に対し栄養管

理について必要な指導及び助言を行っている。 
（令和７年度：延施設数） 

特定給食施設 

その他の給食施設 計 
１回 100 食以上又は 

１日 250 食以上 
１回 300 食以上又は 

１日 750 食以上 

33 4 26 63 

 
（３）免許関係 

                  （令和７年度：申請件数） 
 

 管理栄養士 栄 養 士 

免許申請 6 2 

書換え交付申請 2 6 

再交付申請 0 2 

合計 8 10 

 
（４）公衆栄養学臨地実習受入状況 

学校名 実習期間 
受入人員

（人） 

 該当なし  
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（５）栄養士等研修会 
在宅栄養士、給食施設栄養士、行政栄養士等に対し必要な知識の習得や効果的な指導

を行うため研修会を開催している。 
 

開催日時・場所 内      容 受講人員(人) 

令和 7 年 

 12 月 18 日（木） 
演題「給食施設の給食管理 

     －献立作成と食の安全－」 
 
 講師 和歌山県栄養士会 
     会長 川村 雅夫 氏 

33 

 
（６）誇大表示の禁止（健康増進法第 65 条） 

健康保持増進の効果等に関する広告等について、「著しく事実に相違する」又は「著

しく人を誤認させる」ような表示をすることは規制の対象となる。 
保健所ではこれらの表示について相談指導等を行っている。 
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１５ 母子保健 

（１）要フォロー児対策 

ア 療育相談（整形外科） 

障害児ではないものの、身体的な発達に課題を有する乳幼児を対象に、県が市町村及び

その他の関係機関等と連携して相談・指導を実施することにより、乳幼児の健全な発達を

促すことを目的とする。 

療育相談の対象者は、乳幼児健康診査等により障害児には該当しないが、身体的な発達

に問題がある、又はそのおそれがあると判断された乳幼児のうち、療育指導の必要な児と

し、当該児の保護者も対象とする。 

専門医（整形外科医）、理学療法士及び保健師が、乳幼児の健全な発達に必要な生活指

導及び療育指導を実施し、年６回開催している。 

なお、令和２年度及び３年度については、新型コロナウイルス感染症の影響により、年

５回の開催となった。 

                                                                         （人） 

 
令
和
２
年
度 

令
和
３
年
度 

令
和
４
年
度 

令
和
５
年
度 

令
和
６
年
度 

令和７年度 

総 
 

数 

紀
の
川
市 

岩 

出 

市 

受

 

診

 

者 

受 診 者 数  56   41   46   46 74 85 55  30 

結

  

果 

経過観察  27   17   21   37   39  55 41  14 

医療機関紹介   3    1    2    0    0   0 0   0 

終了  26   15   22   21   35  31 14  17 

年

  

齢 

６か月未満   1    0    0    0    0   2 2   0 

６か月～１歳未満   6    4    2    9   12  17 14   3 

１歳 ～２歳未満  30   20   29   33   44  45 29  16 

２歳 ～４歳未満  15   15    9   14   17  16 5  11 

４歳以上   4    2    6    2    1   5 5   0 

※「結果」の重複児あり 

 

 

イ 被虐待児のフォロー 

母子保健活動の中で虐待が疑われる事例を発見したり、地域住民や他機関から相談があ

った場合には、児童相談所や市などの関係機関に連絡するとともに、保健師、児童福祉

司、保育士、幼稚園・学校の教諭、主任児童委員、民生委員・児童委員などの関係者と連

携しながら、こどもを見守りつつ親への支援を行い、要保護児童対策地域協議会や、必要

に応じて事例検討会に参加している。 

また、虐待予防の視点から家庭訪問や母子保健事業において、母親の育児不安の軽減に

努めている。 
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（２）小児慢性特定疾病 

小児慢性疾患のうち、小児がんなど特定の疾患については、治療が長期にわたり、医療

費の負担も高額になることから、昭和４９年に「小児慢性特定疾患治療研究事業」が創設

され、治療法の確立と普及を図るとともに、医療費の患者自己負担分が補助されてきた。 

平成１７年４月１日からは、児童福祉法を改正し、「小児慢性特定疾患治療研究事業」

が法定化された。対象疾患と症状の程度を大臣告示で定め、世帯の所得額等に応じた自己

負担額を導入するなど、福祉サービス事業が開始された。 

さらに、平成２６年５月の児童福祉法改正により、平成２７年１月から「小児慢性特定

疾病医療支援」が施行され、１４疾患群、７０４疾病に拡大するとともに、新たに「小児

慢性特定疾病児童自立支援事業」が法律に位置付けられた。これにより、児童等の健康の

保持増進及び自立の促進など、対策の充実が図られることとなった。 

その後も疾患群及び疾病が追加され、令和７年４月１日からは１６疾患群、８０１疾病

となった。 

 

  小児慢性特定疾病医療費助成制度 

   疾患別・市別受給者数（管外在住の受給者を除く）  （令和８年３月末）（人） 

疾患群
番号 

疾患群名 紀の川市 岩出市 合 計 

01 悪性新生物 6 6 12 

02 慢性腎疾患 3 2 5 

03 慢性呼吸器疾患 0 0 0 

04 慢性心疾患 14 14 28 

05 内分泌疾患 4 13 17 

06 膠原病 1 1 2 

07 糖尿病 4 6 10 

08 先天性代謝異常 0 1 1 

09 血液疾患 1 1 2 

10 免疫疾患 1 0 1 

11 神経・筋疾患 8 4 12 

12 慢性消化器疾患 8 3 11 

13 染色体又は遺伝子に変化を伴う症候群 1 1 2 

14 皮膚疾患群 0 0 0 

15 骨系統疾患 1 0 1 

16 脈管系疾患 0 0 0 

合  計 52 52 104 
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（３）不妊治療対策 

ア 生殖補助医療先進医療費助成事業 

保険適用の不妊治療のうち生殖補助医療と併用して実施した先進医療に要した費用の一

部を助成している。また、紀の川市及び岩出市の上乗せ助成に係る申請受付の事務の委託

を受けている。 

（件） 

 令和５年度 令和６年度 令和 7 年度 

延件数 ２４ ３０ ２４ 

 

イ 不育症検査費助成事業 

先進医療として実施される不育症検査を対象に、検査に要した費用の一部を助成してい

る。 

（件） 

 令和５年度 令和６年度 令和 7 年度 

延件数  ０  ０  ０ 

 

ウ こうのとり相談 

不妊や習慣性流産等で悩んでいる夫婦を対象に、不妊に関する情報提供や医学的な相談

及び心の悩みの相談等を実施し、不妊等に関する自己決定を支援するとともに、不妊等の

課題に対応するための適切な体制を構築することで、生涯を通じた健康の保持増進を図る

ことを目的とする。 

相談には、不妊症看護認定看護師や保健師が応じている。 

（件） 

 延件数 
相談方法 

電話 面接 メール 

令和５年度 ３５ ２５ ９ １ 

令和６年度 ２１ １３ ７ １ 

令和７年度 ２３ １９ ３ １ 

 

（４）思春期保健対策 

中学生・高校生を対象として、性に関する正しい知識を学び、予期せぬ妊娠及び性感染

症を防ぐことを目的として実施している。 

実施日 

（実施場所） 
参加人数 実 施 内 容 

令和 7 年 11 月 12 日 

（那賀高等学校） 
2 年生 279 名 

・講演「思春期の生と性について」 

  講師 岩出保健所 保健師 

令和 7 年 12 月 15 日 

（粉河高等学校） 
1 年生 240 名 

・講演「思春期の生と性について」 

  講師 岩出保健所 保健師 

令和 7 年 12 月 17 日 

（仙渓学園） 
1～3 年生 9 名 

・講演「思春期の生と性について」 

講師 岩出保健所 保健師 
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（５）こどもの事故予防対策 

乳幼児のいる家庭で事故予防に取り組むことができるように支援するとともに、事故が

発生した場合に対応できる能力の習得を推進するために実施している。 

実 施 日 実施場所 参加者数 内     容 

令和 7 年 6 月 13 日 
レイモンド子育

て支援センター 
12 名 

事故予防について講話（保健所） 

講話と実習「救急救命士による事故予防

講座」（消防署） 

令和 7 年 7 月 8 日 
那賀子育て支援

センター 
26 名 

事故予防について講話（保健所） 

講話と実習「救急救命士による事故予防

講座」（消防署） 

令和 8 年 1 月 16 日 
桃山子育て支援

センター 
22 名 

事故予防について講話（保健所） 

講話と実習「救急救命士による事故予防

講座」（消防署） 

 

（６）母と子の健康づくり運動推進事業 

母子保健の水準は改善されたが、近年出生数の減少、核家族化、女性の社会進出等によ

って新たな問題が生じている。母親が安心して子育てができるように、そして、子ども達

がすこやかに成長することを目的に、母子保健推進員が家庭訪問や健診・親子教室等への

協力支援等の活動を続けている。 

和歌山県母と子の健康づくり運動協議会那賀支部は、各市の母子保健推進員が、母性及

び乳幼児の健康の保持増進を図り、健全育成を推進するため、２市合同による研修や地域

活動を行っている。 

母子保健推進員数(人）（令和８年４月現在） 

紀の川市 岩出市 計 

５５ ２９ ８４ 

  和歌山県母と子の健康づくり運動協議会那賀支部の主な活動状況（令和７年度） 

事業名 内   容 実施日等 

那賀母子保健

研修会 

〇母子保健推進員研修会 

講演会：「こどもへの不適切な関り」 

講 師：タドルわかやま 家本 めぐみ先生 

 

〇支部役員研修 

講演：「こころの病気について学ぶ」 

講師：和歌山県精神保健福祉センター 大原 弘之主任 

実施日：R7.8.25 

場  所：那賀振興局

大会議室 

 

実施日：R7.5.19 

場  所：那賀振興局

大会議室 

母子保健推進 母子保健推進員活動ＰＲ 

子育て支援のリーフレット配布等 

通年 
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（７）その他 

ア 母体保護関係 

（ア）市町村別人工妊娠中絶件数 

 
令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 

 20 歳未満再掲  20 歳未満再掲  20 歳未満再掲 

管 内 82 1 95 9 80 9 

紀の川市 42 0 36 3 34 4 

岩出市 40 1 59 6 46 5 

（イ）年齢区分別、週別人工妊娠中絶件数 

区分 年度 
20 歳 
未満 

20～ 

24 歳 
25～ 

29 歳 
30～ 

34 歳 
35～ 

39 歳 
40～ 

44 歳 
45～ 

49 歳 
50 歳 
以上 

不詳 計 

満 7 週
以前 

R5 1 9 12 11 9 11 0 0 0 53 

R6 4 12 13 14 13 5 1 0 0 62 

R7 8 7 12 8 13 4 1 0 0 53 

満 8 週
～11 週 

R5 0 7 3 2 9 4 0 0 0 25 

R6 5 8 4 5 6 4 0 0 0 32 

R7 1 7 6 3 4 2 0 0 0 23 

満 12 週
～15 週 

R5 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 

R6 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 

R7 0 0 1 1 0 1 0 0 0 3 

満 16 週
～19 週 

R5 0 1 0 0 1 0 0 0 0 2 

R6 0 0 0 1 0 0  0 0 0 1 

R7 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

満 20 週
～21 週 

R5 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 

R6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

不詳 

R5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 

R5 1 19 15 13 19 15 0 0 0 82 

R6 9 20 17 20 19 9 1 0 0 95 

R7 9 14 19 12 17 8 1 0 0 80 

イ 出生時の体重（500g 階級）別出生数 
 

年 計 
0.5 ㎏

未満 

0.5～ 

1.0 未 

1.0～

1.5 未 

1.5～ 

2.0 未 

2.0～ 

2.5 未 

2.5～

3.0 未 

3.0～ 

3.5 未 

3.5～

4.0 未 

4.0～ 

4.5 未 

4.5～

5.0 未 

5.0 ㎏

以上 
不詳 

管 内 

R4 701 0 2 3 9 66 285 285 46 3 1 0 1 

R5 640 0 3 3 4 41 251 273 61 4 0 0 1 

R6 586 0 4 4 4 54 227 235 55 3 0 0 0 

紀の川市 

R4 292 0 1 1 2 33 125 111 18 1 0 0 0 

R5 291 0 1 2 2 22 111 121 30 3 0 0  0 

R6 262 0 2 2 2 27 99 107 22 1 0 0 0 

岩出市 

R4 409 0 1 2 7 33 160 174 28 2 1 0 1 

R5 349 0 2 1 2 19 140 152 31 1 0 0 1 

R6 324 0 2 2 2 27 128 128 33 2 0 0 0 

厚生労働省「人口動態統計」 

ウ 母子保健事業統計（次頁以降参照） 
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１６ 保健師活動状況 

（１）那賀保健師業務研究会の状況 

管内の保健所及び市保健師が地域住民の保健ニーズに応えるために必要な知識を修

得し、保健師相互の連携強化を図ることを目的に実施している。 

（令和７年度） 

開催日程 研 修 内 容 参加人数 

令和 7 年 

6 月 24 日(火) 

13:30～16:30 

○講演 

「先輩保健師の保健活動について」 

講師：堀内 惠美子 氏（元和歌山県保健師） 

〇交流会、連絡事項等 

 

○総会 

 

28 名 

 

9 月 17 日(水) 

13:30～15:30 

 

災害対策研修 

○演習 

「避難所の感染症対策について」 

講師：公立那賀病院 副看護部長 

（感染管理認定看護師） 永﨑 昌枝 先生 

 

28 名 

 

11 月 17 日(月) 

13:30～15:30 

○講演 

「和歌山県立こころの医療センターにおける 

児童・思春期患者の治療体制充実に向けた取り組み」 

「県立こころの医療センター 

 ～外来の取り組みについて～」 

講師：県立こころの医療センター 

    看護部副看護師長 尾藤 嘉晃 先生 

    看護部副看護師長 桑原 麻希 先生 

○連絡事項等 

 

32 名 

令和 8 年 

2 月 10 日(火) 

13:30～15:30 

○講演 

「行動経済学とナッジを活用した健康づくり」 

 ～住民の行動変容を促すためには～ 

講師：帝京大学大学院公衆衛生学研究科 特任助教 

   株式会社ＰＯＮＯ 代表取締役 

    杉本 九実 氏（オンライン） 

○令和 8 年度那賀保健師業務研究会の計画について 

 

26 名 
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（２）看護師等保健所実習実施状況 

疾病構造の変化や少子・高齢化社会による在宅療養者の増加等により、医療や福祉

を取り巻く社会環境は大きく変化している。今後、看護職員の需要はますます増大し、

保健・医療・福祉の総合的なサービスを提供できる資質の高い看護職員が求められて

いる。 

そのため、将来、地域看護を担う看護学生等が地域看護実習を通じて、地域におけ

る看護活動の実際を学び、地域社会での看護職員の果たす役割を理解するために実習

を受け入れている。 

（令和７年度） 

学校・養成所名 実 習 期 間 学生数 

和歌山県立高等看護学院 

看護学科一部 １年生 

令和 8 年 2 月 19 日～ 2 月 20 日※１ 

3 月 24 日～ 3 月 25 日※２ 
※１、※２のいずれか 

  ８人 

県立医科大学保健看護学部 

 ２年生 
令和 7 年 9 月 8 日   １４人 

県立医科大学保健看護学部 

３年生 
令和 8 年 2 月 2 日～ 2 月 13 日 ８人 

県立医科大学保健看護学部 

  ４年生 
令和 7 年 6 月 30 日～ 7 月 18 日   ８人 

県立医科大学保健看護学部 

  ４年生（総合実習Ⅱ） 
令和 7 年 10 月 20 日～10 月 24 日 ４人 

東京医療保健大学 

和歌山看護学部  ４年生 

令和 7 年 4 月 21 日～ 4 月 25 日 

6 月 2 日～ 6 月 20 日 
  ３人 

東京医療保健大学 

助産学専攻科 
令和 7 年 11 月 11 日､25 日､27 日   ３人 

計 ４８人 
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Ⅳ 衛 生 環 境 課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 食品衛生 

 

和歌山県食品衛生監視指導計画に基づき、食品営業許可施設、集団給食施設等を対象に計

画的、効率的な食品衛生監視を実施するとともにＨＡＣＣＰに沿った衛生管理を普及推進

している。 

管内で製造又は販売される食品については、食品検査計画に基づき、残留農薬、食品添加

物及び食中毒菌等の検査を実施し、不良食品の流通を防止するとともに、食品の安全性の確

保を図っている。また、不良食品及び有症苦情については、迅速かつ的確に調査を行い、違

反施設に対して指導等を行っている。さらに、食品衛生に関する講習会を開催し、食品衛生

思想の高揚、食中毒の発生防止等、食の安全確保に努めている。 

     

 

（１）食品営業許可施設状況 

令和 8 年 3 月末における改正前食品衛生法第 52 条に基づく食品営業許可施設は、310 件

である。                         （令和 8 年 3 月末）［件］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項　　目
業　　種 紀の川市 岩出市 計

飲食店営業 82 90 172
　飲食店営業(自動車) - - 12
　飲食店営業(露店) - - 2
　飲食店営業（販売機） - - 0
菓子製造業 12 23 35
　菓子製造業(自動車) - - 6
　菓子製造業(露店) - - 1
乳製品製造業 1 - 1
魚介類販売業 7 4 11
　魚介類販売業(自動車) - - 3
食品の冷凍又は冷蔵業 6 1 7
かん詰又はびん詰食品製造業 5 2 7
喫茶店営業 3 0 3
　喫茶店営業(露店) - - 0
　喫茶店営業(販売機) - 2 2
アイスクリーム類製造業 2 2 4
　アイスクリーム類製造業（自動車） - - 1
食肉処理業 1 1 2
食肉販売業 3 10 13
　食肉販売業(自動車) - - 3
食肉製品製造業 0 0 0
乳酸菌飲料製造業 2 0 2
みそ製造業 1 1 2
醤油製造業 0 0 0
ソース類製造業 2 2 4
酒類製造業 0 1 1
めん類製造業 2 0 2
そうざい製造業 5 4 9
添加物製造業 0 0 0
清涼飲料水製造業 4 1 5

合　　計 138 144 310

施設数
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令和8年 3月末における食品衛生法第55条に基づく食品営業許可施設は、1,328件である。 

                                                   （令和 8年 3月末）［件］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）食中毒発生状況                                                       

 
平成 28 年度、平成 30 年度、令和元年度から令和７年度においては食中毒の発生なし。 

年度 発生年月日 発生場所 摂食者数 患者数 死者数 原因食品 病因物質 原因施設

10人 7人 0人
9/3提供の
食事

H28.2.19 紀の川市 27人 24人 0人
2/18提供の
食事

集団給食施設

H29

H27

腸炎ビブリオ 飲食店

岩出市 178人 48人 0人
3/6または
3/7提供の
給食

サルモネラ
属菌

ノロウイルス 飲食店

H29.9.3

H30.3.8

紀の川市

項　　目
業　　種 紀の川市 岩出市 計

①飲食店営業 319 432 751
①飲食店営業(自動車) - - 80
①飲食店営業(露店) - - 99
②調理の機能を有する自動販売機によ
り食品を調理し、調理された食品を販
売する営業

6 3 9

③食肉販売業 23 17 40
④魚介類販売業 19 14 33
⑨食肉処理業 2 0 2
⑪菓子製造業 90 64 154
⑫アイスクリーム類製造業 5 2 7
⑬乳製品製造業 1 1 2
⑭清涼飲料水製造業 7 3 10
⑮食肉製品製造業 3 1 4
⑯水産製品製造業 3 1 4
⑳みそ又はしょうゆ製造業 12 2 14
㉑酒類製造業 2 0 2
㉒豆腐製造業 0 2 2
㉔麺類製造業 0 2 2
㉕そうざい製造業 11 8 19
㉖複合型そうざい製造業 1 0 1
㉗冷凍食品製造業 7 6 13
㉙漬物製造業 18 12 30
㉚密封包装食品製造業 42 5 47
㉛食品の小分け業 1 0 1
㉜添加物製造業 0 2 2

合　　計 572 577 1,328

施設数
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（３）ふぐ衛生対策 

当管内でふぐ毒による食中毒事例は無いが、全国的には毎年数件発生し、死者が発生する

場合もある。ふぐに関する正しい知識を普及し、ふぐ毒による食中毒の発生を防止するため

に食品衛生法や和歌山県フグ処理等に関する指導要綱(S60.4.1)に基づき指導、啓発を行っ

ている。 

 

 

（４）衛生教育 

食中毒等、食品による衛生上の危害の発生を防止するために食品営業者、給食施設従事者

等を対象として食品衛生講習会を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）苦情関係 

不良食品及び有症苦情について、迅速かつ的確に調査を行い、違反施設事業者に対して指

導等を行っている。                            （件） 

 

年度 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7

13回

312名254名

実施回数 13回 13回 15回 9回

受講者数 243名 245名 360名

年度 異物 かび
腐敗
変敗

異味
異臭

不衛生
取扱い
管理

容器
包装の
不良

表示
有症
苦情

その他 合計

474 0 1 23 8Ｒ7 9 1 1 0

6

30Ｒ6 8 1 0 4 6 0 1 9 1

0 4 20 11 47Ｒ5 3 0 0 3
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２ 動物愛護管理 

 

狂犬病予防法に基づき、犬の登録及び狂犬病予防注射の実施促進並びに放し飼い等の取

り締りに努めている。（犬の登録及び狂犬病予防注射の事務については、平成１２年度か

ら市町村へ移譲されている。） 

動物の愛護及び管理に関する法律並びに和歌山県動物の愛護及び管理に関する条例に基

づき、犬猫に関する苦情・相談の受付、県民への動物愛護や適正飼養に関する知識の普及

啓発、動物取扱業者について登録事務や施設に対する調査や指導・助言を行っている。 

また、猫の殺処分頭数と野良猫による苦情を減らすため、平成 28 年度から「地域猫対

策」支援として、地域猫対策計画を認定し、その実施者に対して野良猫の不妊去勢手術費

用の助成や手術のための捕獲オリの貸出し等のサポートを行っている。 

さらに、県動物愛護センター及び各市と協力して、野犬の保護、犬猫の引取り、負傷動

物の収容を実施し、動物による危害防止および生活環境の保全に努め、適正飼養の推進を

行っている。 

 

 

 

（１）登録頭数の推移 

                                   （令和７年度） 

 
    
市名    

 
新規 

登録頭数 

 
年度末 
登録頭数 

 
狂犬病予注射済票 

交付数 

 
注射率 
（％） 

 
注射率 
前年度比 

 
紀の川市 

 
198 

 
3,453 

 
1,976 

 
57.2 

 
-2.9% 

 
岩 出 市 

 
257 

 
3,184 

 
1,983 

 
62.3 

 
-2.0% 

 
計 

 
455 

 
6,637 

 
3,959 

 
59.7 

 
-2.4% 

 

 

 

（２）苦情・相談受理件数   

（令和 7年度）（件）   

 
保 
 
 
 
護 

 

 
犬 
の 
放 
し 
飼 
い 

 
鳴 
 
き 
 
声 

 

 
田 
畑 
荒 
ら 
し 

 

 
糞 
 
・ 
 
尿 

 

 
恐 
 
 
 
怖 

 

 
所 
有 
者 
引 
取 
り 

 
拾 
得 
者 
引 
取 
り 

 
負 
傷 
動 
物 
収 
容 

 
迷 
い 
犬 
・ 
ね 
こ 

 
失 
踪 
問 
合 
せ 

 

 
飼 
育 
指 
導 

 

 

 
咬 
傷 
事 
故 

 

 

 
遺 
 
 
 
棄 

 

 
虐 
 
 
 
待 

 

 
餌
や
り
行
為 

 

 
そ 
 
の
 
他 

 

 
合 
 
 
 
計 

 

犬 14 1 31 0 2 1 1 8 2 7 16 5 3 0 4 0 2 97 

猫 43 0 1 1 5 0 5 11 15 1 26 8 0 1 2 2 3 124 

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 3 

計 57 1 32 1 7 1 6 19 17 8 42 13 3 1 8 2 6 224 

（参考） 
R6 年度 52 3 12 4 15 0 14 22 12 12 50 5 3 1 5 9 10 229 
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（３）動物取扱業登録施設 

                              （令和８年３月末） 

第一種 
動物取扱業 

第二種 
動物取扱業 

施設数 
業種数 

施設数 
販売 保管 展示 貸出 訓練 

 
紀の川市 

 
４５ 

 
２１ 

 
１８ 

 
１ 

 
１ 

 
４ 

 
１ 

 
岩 出 市 

 
３５ 

 
１１ 

 
２３ 

 
１ 

 
０ 

 
０ 

 
０ 

 
計 

 
８０ 

 
３２ 

 
４１ 

 
２ 

 
１ 

 
４ 

 
１ 

 

（４）動物の収容状況および措置状況  

                                         （令和７年度） 

 
      
      
      

収 容  状 況（頭） 措 置 状 況（頭） 

保 
 
護 

引き取り 
負 
傷 
収 
容 

処 
分 
依 
頼 

合 
 
計 

 

返 
 
還 

 

引 
取 
取 
下 

自
然
死 

 

致 
死 
処 
分 

動物 
愛護 
セン 
ター 
搬送 

合 
 
計 

 所有者 拾得者 

犬 8 2 9 2 0 21 3 0 0 0 18 21 

猫  6 32 16 0 54 0 0 2 0 52 54 

その他    0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 8 8 41 18 0 75 3 0 2 0 70 75 

(参考) 
R7 年度計 8 31 39 8 0 86 7 0 2 0 77 86 

            

 

（５）咬傷事故等状況 
事故件数 
（件） 

事故頭数 
（頭） 

事故による 
被害者数（人） 

 
総 数 

 
届出数 

 
総 数 

 
届出数 

 
総 数 

 
届出数 

Ｒ７ ３ ３ ３ ３ ３ ３ 

Ｒ６（参考） ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

 

（６）地域猫対策実施状況（令和８年３月末） 

 

 

 
地域猫対策計画認定地域       地域猫の数 

岩出市 ２０地域 １３２匹 

紀の川市 ６５地域 ４６９匹 
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３ 環境衛生 

 

（１）環境衛生関係施設 

 理容師法、美容師法、クリーニング業法、旅館業法、公衆浴場法、興業場法に基づ

く許可又は届出施設数                                                        

                                               （件） 

 

 

 

 

 

 

紀 

の 

川 

市 

 

岩 

出 

市 

 

 

 

Ｒ7 年度末

計 
 

 

 

Ｒ６年度末 

計 

 

 

 

営 

 

 

業 

 

 

施 

 

 

設 

 

 

 

理  容  所 

 

        ５５ 

 

       ４０ 

 

 ９５ 

 

   １０３ 

 

美   容   所 

 

      １１３ 

 

     １５５ 

 

２６８ 

 

      ２８８ 

 

ｸ ﾘ ｰ ﾆ ﾝ ｸ ﾞ 所 

 

１６ 

 

１５ 

 

３１ 

 

        ３３ 

 

ホテル・旅館 

 

          ８ 

 

          ５ 

 

１３  

 

        １３ 
 

簡 易 宿 所 

 

        １０ 

 

          ２ 

 

１２  

 

        １１ 

 

公 衆 浴 場 

 

        １０ 

 

          ４ 

 

１４ 

 

        １３ 

 

興   行   場 

 

          ０ 

 

          ２ 

      

     ２ 

 

          ２ 
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４ 水道事業 
 

（１）水道施設立入検査 

水道施設の維持管理に関する状況を把握し、水道における事故発生を未然に防止するた

め、管内の水道事業について水道法第３９条第２項に基づく指導監督業務を年２回実施し

ている。 

 

管内水道施設一覧                    （令和 8年 3月 31 日時点） 

 計画 

給水人口 

(人) 

計画 

1 日最大 

給水量 

（㎥／日） 

現在 

給水人口 

(人) 

実績 

1 日最大 

給水量 

（㎥／日） 

紀の川市 河北上水道 46,609 28,795 29,181 12,618 

河南上水道 43,989 22,745 26,163 10,812 

岩出市 上水道 55,000 26,400 53,408 20,950 
 

 

（２）簡易専用水道の検査 

 

浄水を貯水槽に受けてから建築物に供給する水道施設（貯水槽水道）のうち、貯水槽

の有効容量が１０m3を超えるものが簡易専用水道と規定され、簡易専用水道の設置者

は、水道法第３４条の２第２項の規定に基づき、地方公共団体の機関又は厚生労働大臣

の登録を受けた者の法定検査を受ける義務があり、当保健所は法定検査を実施する一機

関として紀の川市及び岩出市内に設置された簡易専用水道法定検査の依頼を受けてい

る。 

 なお、簡易専用水道の設置に係る手続や指導等の権限については平成２１年度から各

市に移譲されている。 

 

(令和 7年度) 

簡易専用水道設置場所 紀の川市 岩出市 計 

検査数(件) 29 60 89 
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５ 公害関係 

 

（１）特定施設設置等届出状況 

    大気汚染防止法、水質汚濁防止法、ダイオキシン対策特別措置法、瀬戸内海 

環境保全特別措置法、土壌汚染対策法、県公害防止条例に基づき、令和７年度 

に受理した特定施設等の設置、変更、廃止届出数及び作業実施届出件数         

                                          （件） 

                  市名 

 

届出等の区分 
                  

紀 

の 

川 

市 

岩 

出 

市 

 

 

計 
   

 
 

 
大気汚染防止法のばい煙･一般粉じん･揮発性有機化合物
発生施設設置等届出 

 
1 
 

4 
 

5 

 
大気汚染防止法の特定粉じん排出等作業実施届出 

 
0 
 

0 
 

0 

 
水質汚濁防止法、瀬戸内海環境保全特別措置法、県条例
の水質に係る特定施設設置等届出 

 
5 
 

4 
 

9 

 
ダイオキシン対策特別措置法の特定施設設置等届出 

 
2 
 

1 
 

3 
 

 
県条例の大気(硫黄酸化物及びばいじん･有害物質･粉じん
･悪臭)に係る特定施設設置等届出 

 
3 
 

0 
 

3 

 

公害防止統括者、公害防止主任管理者、公害防止管理等

届出 

 
9 
 

2 
 

11 

 
土壌汚染対策法に係る一定規模以上の土地の形質の変更
届出 

 
7 

 
4 

 
11 

 
計 

27 15 42 

                                                                  
                                                    
 

（２）苦情処理受付件数 

             （上段は令和 7 年度  下段は令和 6 年度）（件） 
 

市 名   

    種 類 
 

紀の川市 岩出市 計 

大 気 関 係 
7 4 11 

4 3 7 

水 質 関 係 
3 4 7 

6 1 7 

廃 棄 物 ・ そ の 他 
7 2 9 

10 2 12 

計 
17 10 27 

20 6 26 
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６ 廃棄物 
 

（１）一般廃棄物 

    ア ごみ処理 

   廃棄物の処理及び清掃に関する法律第９条の３第１項市町村の設置に係る一般廃棄物 

  処理施設届出状況                                    （令和８年３月末） 

市、組合

名 

施設の所在地
 

施設の名称
 

規模 

(t/日) 

処理方式
 

設置年
 

岩 出 市 岩出市根来 岩出クリーンセンター 65  流動床式 平成 20 年 

紀の海 

広域施設

組合 

紀の川市桃山町最上 紀の海クリーンセンター 135  ストーカ式 平成 28 年 

17  破砕、選別、 

圧縮梱包 

 

   ごみ処理の状況        （単位：ｔ）（令和６年度、( )内は令和５年度） 

市 名
 

ごみ総排出量 ごみ処理量 1 日 1 人 

当たり 

排出量 

(g/人･日) 

計画 

収集量 

直接 

搬入量 

集団 

回収量 

直接 

焼却量 

焼却以外の 

中間処理量 

直接最終 

処分量 

直接資 

源化量 

紀の川市 17,640  

(17,806) 

17,473  

(17,630) 819  

(817) 13,537  

(13,991) 

3,935  

(3,639) 

168  

(176) 

15,506  

(15,834) 

1,873  

(1,692) 

94  

(104) 

0  

(0) 

岩 出 市 17,253  

(17,427) 

18,898  

(18,898) 877  

(882) 14,226  

(14,530) 

2,627  

(2,796) 

400  

(101) 

12,582  

(14,351) 

4,271  

(4,547) 

0  

(0) 

0  

(0) 

計 34,893  

(35,233) 

36,528  

(36,528) 

 

27,763  

(28,521) 

6,562  

 (6,435) 

568  

(277) 

28,088  

(30,185) 

6,144  

(6,239) 

94  

(104) 

0  

(0) 

                        環境省一般廃棄物処理実態調査 令和６年度実績より抜粋 

 

 

 

 

 

 

    イ し尿処理 

 

   し尿処理施設（管内２市が那賀衛生環境整備組合を設立し運営管理） 

組合名
 

施設所在地
 

施設名
 

規模 

(kl/日) 

処理方式
 

設置年月
 

那賀衛生環境整

備組合 

紀の川市桃山町調月
 

那賀衛生センター
 

165
 
標準脱窒素 

処理方式 

平成元年
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   し尿処理量            （単位：kl）（令和６年度、( )内は令和５年度） 

市 名 収 集 量 処理総量 

し尿 浄化槽汚泥 計 

紀の川市
 

14,171  

(14,889) 

22,118  

(21,749) 

36,289  

(36,638) 

36,289  

(36,638) 

岩 出 市
 

 7,715  

(7,873) 

16,629  

(16,892) 

24,344  

(24,765) 

24,344  

(24,765) 

計
 

21,886  

(22,762) 

38,747  

(38,641) 

60,633  

(61,403) 

 60,633  

(61,403) 

                   環境省一般廃棄物処理実態調査 令和６年度実績より抜粋 

 

 

   し尿処理計画区域の状況   （単位：人）（令和６年度、( )内は令和５年度） 

市名
 

区域内 

人口 

非水洗化人口 水洗化人口 水洗 

化率(%) 計画収集
 

自家 

処理 

計
 

公共 

下水道 

ｺﾐｭﾆﾃｨ 

ﾌﾟﾗﾝﾄ 

集落排水 

施設等 

浄化槽
 

計
 

紀の川

市 

59,572 

(59,572) 

11,374 

(11,374) 

0 

(0) 

11,374 

(11,374) 

8,432 

(8,432) 

0 

(0) 

380 

(380) 

39,386 

(39,386) 

48,198 

(48,198) 

80.9 

(80.9) 

岩出市 54,013 

(54,013) 

10,773 

(10,773) 

0 

(0) 

10,773 

(10,773) 

18,948 

(18,948) 

0 

(0) 

0 

(0) 

24,292 

(24,292) 

43,240 

(43,240) 

80.1 

(80.1) 

計
 

113,585 

(113,585) 

22,147 

(22,147) 

0 

(0) 

22,147 

(22,147) 

27,380 

(27,380) 

0 

(0) 

380 

(380) 

63,678 

(63,678) 

91,438 

(91,438) 

80.5 

(80.5) 

                               環境省一般廃棄物処理実態調査 令和６年度実績より抜粋 

（２）産業廃棄物 

   ア 中間処理業 

        産業廃棄物中間処理許可業者                   （令和８年３月末） 

業者名 施設所在地 許可品目 処分方法 番号は品目 

赤井工業(株) 

 

 

紀の川市神通 

 

 

①汚泥(無機性汚泥に限る）、②ガラスくず、

コンクリートくず及び陶磁器くず（以下「ガラス

くず」）、③鉱さい、④がれき類 

破砕①～④ 

天日乾燥① 

造粒固化① 

(株)井奥建材工業 

 

 

 

 

 

紀の川市桃山

町調月 

 

 

 

 

①廃プラスチック類（以下「廃プラ」）、②紙く

ず、③木くず、④繊維くず、⑤ゴムくず、⑥金

属くず、⑦ガラスくず⑧がれき類 

石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業

廃棄物及び水銀含有ばいじん等を含まな

い。 

破砕･切断①～⑧ 

減容･成型①～⑤ 

破砕③⑧ 

破砕･分離②⑦（廃

石膏ボードに限る） 

圧縮･梱包①②④ 

(株)ヴァイオス 

 

 

 

 

 

 

 

 

紀の川市桃山

町調月 

 

 

 

 

 

 

 

①汚泥（無機性汚泥に限る）、②汚泥（有機

性汚泥に限る）、③木くず、④動植物性残さ、

⑤廃酸（有機性のものに限る） 、⑥廃プラ、

⑦金属くず、⑧ガラスくず、⑨がれき類 

 

 

 

 

 

発酵②③④ 

破砕③ 

固化① 

天日乾燥① 

固化･天日乾燥① 

脱水②④ 

中和⑤ 

洗浄②⑥⑦⑧⑨ 

メタン発酵②④ 

天日乾燥・分級① 
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(株)大瀧商店 

 

 

 

紀の川市田中

馬場 

 

 

①燃え殻、②汚泥、③廃プラ、④紙くず、⑤

木くず、⑥繊維くず、⑦動植物性残さ、⑧ゴム

くず、⑨金属くず、⑩ガラスくず、⑪鉱さい、⑫

ばいじん 

 

圧縮③～⑥、⑧、  

   ⑨ 

破砕③～⑥、⑩ 

圧縮成型①～⑦、

⑩～⑫ 

風吹共同アスコン（株） 

 

岩出市押川 

 

①ガラスくず、②がれき類 

 

破砕①② 

 

紀北造園土木(株) 

 

紀の川市荒見 

 

木くず 

 

破砕 

 

(株)真永 

 

紀の川市神通 

 

木くず 

 

破砕 

 

大栄環境(株) 

 

 

紀の川市粉河 

 

 

①廃プラ、②紙くず、③木くず、④繊維くず、

⑤ゴムくず、⑥金属くず、⑦ガラスくず、⑧が

れき類 

選別①～⑧ 

破砕①～⑧ 

圧縮・梱包①②④ 

(株)タイボー 

 

岩出市金池 

 

①廃プラ、②繊維くず 

 

破砕①② 

 

司建設工業(株) 

 

 

岩出市押川 

 

 

①廃プラ、②紙くず、③木くず、④繊維くず、

⑤ゴムくず、⑥金属くず、⑦ガラスくず、⑧が

れき類 

破砕選別⑦⑧ 

破砕①～⑥ 

選別①～⑦ 

中一木材(株) 

 

紀の川市北中 

 

木くず 

 

破砕 

 

西浦幹康 

 

紀の川市貴志

川町北 

①廃プラ、②紙くず、③木くず、④繊維くず、

⑤金属くず、⑥ガラスくず、⑦がれき類 

破砕①～⑦ 

 

(株)吉岡商店 

 

 

岩出市岡田 

 

 

①廃プラ、②金属くず、③ガラスくず 

 

 

破砕② 

圧縮①～③ 

溶解② 

(株)ＫＳＰ 

 

 

 

岩出市押川 

 

 

 

①汚泥(建設業及びセメント・同製品製造業

から排出する無機性汚泥であって、乾燥後に

路盤材の原料となるものに限る）、②ガラスく

ず、③がれき類 

天日乾燥① 

破砕①～③ 

 

 

(株)Ｋ．クリーン 

 

 

 

紀の川市打田 

 

 

 

①廃プラ、②紙くず、③木くず、④繊維くず、

⑤ゴムくず、⑥金属くず、⑦ガラスくず、⑧が

れき類（⑦⑧は ALC パネルその他これに類

するものに限る） 

破砕①～⑧ 

 

 

 

エコマネジメント(株) 

 

紀の川市桃山

町調月 

動植物性残さ 

 

発酵、破砕、撹拌 

 

和歌山縣ヘルス工業

(株) 

紀の川市桃山

町最上 

汚泥（有機性汚泥に限る）  

 

発酵・天日乾燥 

 

環境リサイクル(株) 

 

岩出市根来 

 

①ガラスくず、②がれき類 

 

破砕①② 

 

(株)畑中産業 

 

紀の川市竹房 

 

①汚泥(セメント・同製 品製造業から排

出される乾燥した無機性のものに限

る。)、②ガラスくず、③がれき類 

破砕①～③ 

 

ＳＪリサイクル(株) 

 

紀の川市名手

市場 

①廃プラ、②金属くず 

 

圧縮・切断①② 

 

(有)寺島商事 紀の川市北勢

田 

①廃プラ、②紙くず、③木くず、④繊維くず 破砕①～④ 
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  イ 最終処分業 

        産業廃棄物最終処分業者            （令和８年３月末） 

処分業者 施設の種類 設置場所 面積(㎡) 許可品目 

(株)井奥建材工業 安定型最終

処分場 

 

紀の川市 

桃山町神田 

15,720 廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず、

ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、がれき類 

紀の川市 

桃山町調月 

12,475.6 廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず、

ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、がれき類 

西洋環境開発(株) 

 

 

安定型最終

処分場  

 

紀の川市 

粉河 

 

85,055.64 廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、

ガラスくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器く

ず、がれき類 

(株)三高産業 安定型最終

処分場 

紀の川市 

粉河 

33,395 廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、

ガラスくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器く

ず、がれき類 紀の川市 

東毛 

13,700 

 

 

 

 

（３）廃棄物不法投棄対策 

  平成１３年度から、廃棄物不法投棄の未然防止及び早期発見・対応を目的に、紀の川市、岩

出市及び振興局がそれぞれ定期パトロールを実施するとともに、那賀振興局各部、管内市、岩出

警察署などで組織する「那賀地域廃棄物不法投棄防止委員会」を設置し、連携して廃棄物不法

投棄対策に取り組んでいる。 

 

 不法投棄監視定期パトロールでの新規発見件数                         （件） 

       年 

月 

機関名 

R６ 

４月 

 

５月 

 

６月 

 

７月 

 

８月 

 

９月 

 

10 月 

 

11 月 

 

12 月 

R７ 

１月 

 

２月 

 

３月 

 

 計 

紀の川市 81 166 70 74 187 120 121 106 52 98 162 86 1323 

岩 出 市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

振 興 局 0 1 0 0 0 2 1 0 0 0 1 0 5 

計 81 167 70 74 187 122 122 106 52 98 163 86 1328 
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７ 鳥獣の保護管理及び自然公園関係 

 

（１）鳥獣の保護管理 

野生鳥獣の適正な保護管理ため、第１３次鳥獣保護管理事業計画に則し、鳥獣保護

区の指定、特定猟具使用禁止区域の指定等に取り組んでいる。また、違法な捕獲の取

締りも行っている。 

                

（２）自然公園の概要及び行動規制 

県内全域におよぶ県立自然公園の抜本的な見直しに伴い、管内において、保全すべ

き傑出した自然地形や貴重な植物群落等のすぐれた自然景観が存在する「龍門山県立

自然公園」が平成２１年４月に指定された。また、葛城山頂からの展望が優れている

「金剛生駒紀泉国定公園」が指定されている。 

 なお、自然公園の保護規制の重要性に応じて特別地域、普通地域と区分し、風致景

観に好ましくない行為を規制している。原則として、特別地域内については許可制、

普通地域内については事前届出制をとっている。 
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８ 薬事衛生                     

 

 医薬品が安全かつ適正に管理、使用されるよう薬局及び医薬品販売業等の監視指

 導を行っている。また、毒物劇物等による危害防止のため、販売業者に対して保管

 管理等の監視指導並びに啓発事業も行っている。 

 さらに、覚醒剤、大麻等の薬物乱用防止のため、薬物乱用防止指導員を中心に組

 織化された薬物乱用防止指導員那賀地区協議会及び各種団体の協力を得て、乱用防

 止のための啓発事業や学校における薬物乱用防止教室を実施している。 

 ジェネリック医薬品については、薬剤師会及び関係機関の協力を得て、各種イベ

 ント等においてパンフレットの配布等により住民啓発を実施している。 

 

  薬事関係営業施設                       （令和８年３月末） （件） 

区   分 

紀 
の 
川 
市 

岩 
出 
市 
 

合 
 
 

計 

 

 
 
 

医 
 
 
 

薬 
 
 
 

品 
 
 
 
 
 
 
 

 薬 局 ３２ ２４ ５６ 

 薬局医薬品製造販売業 ２ １ ３ 

 薬局医薬品製造業 ２ １ ３ 

 店 舗 販 売 業 １７ １４ ３１ 

 卸売販売業(みなし含む) ２ ３ ５ 

 特 例 販 売 業 Ⅰ １ ０ １ 

 配 置 販 売 業 １ １ ２ 

 既存配置販売業  １ ０ １ 

 配 置 従 事 者 ４ １  ５ 

 既存配置従事者 １ ０ １ 

医療 
 

機器 

 高度管理医療機器等販売業・賃貸業 ２９ ２０ ４９ 

 管理医療機器販売業・賃貸業 ８９ １１０ １９９ 

毒 
 

物 
 

劇 
 

物 

 製 造 業 １ ０ １ 

 輸 入 業 １ ０ １ 

 一 般 販 売 業 １５ ７ ２２ 

 農業用品目販売業 １９ ５ ２４ 
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９ 献血推進事業 

 

  管内各市、和歌山県赤十字血液センターと連携しながら、献血思想の普及啓発のた

め、「愛の血液助け合い運動」や「はたちの献血」キャンペーンを実施している。 

  令和７年度の献血状況については、献血者の合計が県全体では４０,９９９人、管内

については２,９９８人であった。 

 
  献血実績（年度別）                      〔（ ）内は対前年度比(％)〕（人） 

 200ml 400ml 成分 合計 

R5 R6 R7 R5 R6 R7 R5 R6 R7 R5 R6 R7 

紀の川市 81 94 109 1,865 1,867 1,702 － － － 1,946 
(108.9) 

1,961 
(100.7) 

1,811 

(92.4) 

岩出市 55 52 60 1,278 1,217 1,127 － － － 1,333 
(99.1) 

1,269 
(95.1) 

1,187 

(93.5) 

管内計 136 146 169 3,143 3,084 2,829 － － － 3,279 
(104.7) 

3,230 
(98.5) 

2,998 
(92.8) 

県 1,101 1,248 1,335 30,551 30,686 30,210 9,652 9,136 9,454 
41,304 
(97.4) 

41,070 
(99.4) 

40,999 
(99.8) 

 ※成分献血については、献血バスでは実施していません。 

 

 

10 骨髄バンク普及推進事業  

 

白血病などの重い血液の病気と診断され骨髄移植を望む方々に、ドナーから造血幹

細胞を提供できるよう骨髄バンクドナーの登録を推進している。和歌山県赤十字血液セ

ンターと連携しながら、主に献血併行型骨髄バンクドナー登録会を実施している。 

 令和７年度の登録者は、県全体では１８７人（うち併行型登録会１６９人）、管内に

ついては３９人（うち併行型登録会３９人）であった。 

 

  献血併行型ドナー登録会実施状況（令和７年度） 

 登録会開催回数 登録者数 

紀の川市 ９回 ３１人 

岩出市 ５回 ８人 

県全体 ８７回 １８７人 
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